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　この報告は，第12回日本癌学会総：会（東京）で

　発表した．

1．序

駈1．緒　言

　悪性腫瘍の分類にあたり，形態学的観点より

行うことは，今日ひろく行われている所であ

る．然るに，代謝学的観点よりこれを分類する

ヒとに対しては，従来殆んど全くその努力が試

みられていない．腫瘍の異常な増殖能を基礎づ

ける代謝機構に対しては，碩学Warburgの解

糖能に関する論文をもつて嗜矢として，様々な

代謝系に関しての検討が行われている．しか

し，その多くはin　vjtro実験によったものであ

って，組織細胞に即したものでない．厘瘍代謝

能は，その基礎材料によって，顕著な相違を示

すことは周知に属する．例えば，腫瘍組織が容

易に陥る壌死竈は，殆んど全く腫瘍固有の代謝

能を示さない．前癌，増殖，老廃によるヒれら

言

の相違は，少なくとも形態学的に制断して吟味

すべきヒとは，論を要せぬ所である．しかし，

この自明なることも，具体的には容易に行われ

てv・なv・．

　代謝学と形態学とを直結するととは，この意

味においても，要望されることの多いものであ

ろう．而して，その解決方法として，私共は組

織化学的検索法を見出すのである．ヒれによっ

て，私共ば，組織細胞の構造に即して，その代

謝能を判断するととが出来る．このことは組織

学的研究に新たなる領域の開拓を約束するもの

であろう．

　2．系統的組織化学的検索法の必要性

　i教室同人は，従来より系統的組織化学的検索

法なるものを提唱している．これは，教室同人
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が創案せる廿外法並びに文献記載の既往諸法に

基づくもので，無機，有機質並びに酵素系に亘

る幾多のものを検証することが出来る．

　腫瘍細胞の組織化学的研究に関しては，散発

的な報告，例えば，Phosphatase，β一Glucuroni－

dase，　Phosphamidase，　Dehydrogenase等；を見出

し得る．或いは従来習慣的に使用されていた染

色法，Glycoge11，：Lipidsに関しては，多数の報

告を見出すことが出来る．但し，その多くのも

のは，限局された染色法に基づV・たもので，系

統的に諸物質の相互関係を吟味して行われたも

のが少な》・．

　悪性腫瘍の代謝学的特性を，限局された物質

のみに依存して判断するヒとには考慮を要す

る．私の検索成績の結論に基づいていうなら

ば，現在の組織化学的証明法によっては，ヒの

所見をもつて悪性腫瘍であると診断しうる軍一

な染色法を見出すととが出来ない。ヒのとと

は，腫瘍の代謝型式は特徴のある一型に限られ

ているものでなく，特徴のある数型以上に亘る

ものであるということを意味する．従って，腫

瘍細胞は系統的組織化学的検索法によって，総

合的に判断すべきものであろう．かくして，特

徴のある代謝型式に基づいて，腫瘍を代謝学的

に分類するという私共の努力に，その価値を見

出すととを得るのである．

　3．胃癌の組織化学的検索の注意事項

　私は，検索の主目標を胃癌に置いて，多数症

例の獲得につとめた。これには若干の理由があ

る．第一に，代謝型式を分類するためには可及

的に多数資料を必要とするととは勿論である．

私¢）検索材料は胃癌73例で，検索：方法の必要上

すメて捌出時の新鮮標本を用いた．就中，酵素

の検索は，捌出直後処置するヒとを必要とし

た．～二のヒとは，外科医の積極的な援助なくし

ては到底不可能：事に属する．かかる資料の細部

は，千葉大学中山恒明敏授の御厚意に仰いだ．

こ～二に銘記して同教授に衷心よりの感謝を挙げ

たい．第二に，資料は本報告に関する限り胃癌

に集約した．これは，発生母地を異にするに従

って，代謝型式を異にする場合が存することに

基づく，例えば等しく癌の代謝型式とV・いなが

ら，胃癌と前立腺癌とにあって，かなりな相違

が存する・例えば，β一Glucuronidase法は：一般

の癌（胃癌を含む）組織の悪性度を指示する優

秀な検査方法であるが，前立腺にあっては正常

時にも相当量に見出され，必ずしも悪性度の示

標となり得ない．即ち，前立腺癌の代謝学的分

類の頻度を以て，胃癌と或いは一般癌組織を直

ちに律するヒとは出来なV・．それ故に，代謝学

的分類の統計的成績を得るためには，先ず限定

された臓器腫瘍について検索することを以て安

当とすべきであろう．

　腫瘍化は，ある意味において，組織細胞の若

返りと考えられる．所定の組織は，その発生分

化の過程において，夫々に特異な化学的分化の

秩序ある道程を経て，完成されるものであろ

う．教室同人は，別に初期発生における化学的

田作に関して，活性基勾配説を提出している．

その謂わんとする所は，一定胚葉或いは組織が

分化するに際して，夫々の分化に必要な，夫々

の機能を特徴づける活性基が存し，これは叉，

経期的に変動し勾配を示す．その勾配，変動は

叉，該当時期の分化，代謝に必須，特異なもの

であるということである．因に，内胚葉性組織

の分化過程における活性基の経期的勾配に関し

ては，教室同人若野が鶏胚について既に報告せ

る所である．これによって，胃腺組織の癸生分

化の間における活性基の行動を推知し得る．若

野によれば，胃腺原基より器官形成を開始する

と共に，先ず，アルカリ性，酸性Phosphatase

の活性化，RNA並びにDNAの増加，卵集穎
粒よりの新蛋白合成の機序が伺われ，次V・でそ

れら機能の低下と共に胃腺細胞固有の分泌能が

始まり，諸分泌愛書の出現を見るというが，要

は，胃腺の発生，分化，完成と共に，活性基の

経期的な変動が存すると結論する．胃癌が，胃

狼組織の若返りと目しうるならば，後記の如

く，胃腺の初期発生の間のいつれかの時期に特

異な活性基の異常な活性化を以て，～これを考察
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するととが試みられるべきであろう．胃癌の代

謝機構を吟味するに当っては，別に胃腺の初期

発生の間における代謝機構を比較検討すべきも

のである．初期発生の代謝機構は，教室同人の

活性基勾配説に示すごとく，臓器組織によって

異なる．それ故に，発生母地を異にすると共

に，悪性腫瘍は代謝機構をかなりに異にするこ

とは当然であろう．例えば，肉腫の代謝形式を

以て，癌一般の代謝型式を直ちに律すること

は，到底試み得なv・所である．私は，本報告に

当って，若干例の肉腫標本を検索した．その所

見，或いは教室安田，細が吉田肉腫に挙げた所

見は，胃癌の組織化学的所見と隔縄せる相違を

示す．P－ase像に到っては，屡々両者は対腕的

である。胃癌にP－aseを殆んど全く認め得な

いものが過宇数に存するが（これを胃癌の一般

型とする，後記），肉腫にあっては殆んど常に

強陽性である．とれらの相違は，悪性腫瘍の発

生母地の相違に基づくヒとは，間葉織に元来

P－aseが豊：富なるととによって理解しうる．

　かくて悪性腫瘍の代謝学的研究に際して1発

生母地の吟味を必要とする．発生母地の初期発

生間の代謝的特徴は，その悪性腫瘍の代謝機構

を方向づけるものである．胃癌の組織化学的所

見は，決して軍一でない．P－aseに関して見る

と，或いは正常粘膜に略ζ等しいか，減少する

私の示す胃癌第1型と，正常粘膜より遙かに増

加する胃癌第IV型とがある．この型の相違の

所以は，容易に説明し得るものではないが，ヒ

の時，若野が記載した胃腺発生の間のP－ase能

の弓長に，私は注目したい．胃腺が原基より分

化するに当って，当初P－aseは弧く増：罰する

が，次いで固有分泌能が分化すると共に減量し

て，成体の胃腺の水準に達する．即ち，発生過

程の間にP－aseの消長が著明である．組織の

悪性腫瘍化とは，その発生過程における若返り

と考えるヒとが出来る．極めて怪く若返りを行

った場合，それは解くP－aseが増量せる時期

に相当し，若干の若返りを行った場合，それは

成体の胃腺上皮に似たP－ase能を示すもので

あろう．即ち，発生過程上の若返りの度に応じ

て，P－a田能に或いは陽性に，或いは陰性（成

休の胃腺の程度）となりうる可能性が存し，こ

れがP－aseの腫瘍によって，　P－ase能を異に

する一因であると考えられる．このことは，ひ

とりP－ase能のみに限らない．初期発生の聞

には，外々な活性基の勾配が認められる～二と

は，既に教室同人が実証する所である．かよう

に，組織若返りの度に応じて，活性基治長に基

づく相違が現われると推定毘来る．これが，同

一発生母地の悪性腫瘍に数型の代謝型式が存す

る原因の一つであろう。

　以上の理由から，胃腺の癌化を考察するに当

っては，別に，初期発生の間にお・ける活性基勾

配を考慮：してお・く必要がある．

　4．胃癌の代謝学的分類の必要性

　私は．胃炎，胃潰瘍→前癌→癌の過程を組織

化学的に追究し，更に胃癌を形態学的分類とは

別に，代謝学的に分類しようと努力した．胃癌

は代謝学的に少なくとも数型に分類しうること

は，後章実験成績に示す通りである．このとと

は，同時に，’ y一な代謝能に関する組織化学的

染色法を以てしては，胃癌の診断は困難である

ととを意味している．例えば，悪性腫瘍の解糖

能に基づき，腫瘍細胞に糖原が著減する．との

ことは，私共の所謂Cytol染色法を以て，組

織化学的に実証しうるものであるが，然らば

Cyto1著減像を・示すものを以て，その全部を悪

性腫瘍と診断しうるか．そのことは到底不訂能

である．或いは最近御園生は，敏室創案T・T・C

法に準じた：方法で，悪性腫瘍に顕著なDehy－

drogenasesを認めている．或いは試験切片に

Dehydrogenas6増加像を’証明する～Fとによっ

て，90％以上の確率に腫瘍の診断が可能である

という。この戦績自体には興味と批判とを必要

とするが，未癌化胃腺細胞にもDehydrogenases

を屡々認められるから，T．T．C染色成績のみ

に依存するととは許されない．私の経験によれ

ば，悪性腫瘍の組織化学的診断は，軍一染色法

だけでは，不充分であるが，悪性腫瘍代謝能の
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特異性に即した数種：め組織化学的染色法を用い

ることによって：，殆んど全く可能となりうるも

のである．

　完成された胃癌の二二学的診断は，恐らくヘ

マトキシリン・エオジン（以下H・Eと略記）染

色を以て充分とするであろう．問題は前癌漏話

の診断にある．H・E染色を以て殆んど正常な，

或いは紛わしい所見を示す組織細胞に対して，

代謝学的に如何なる診断を下すかにある．私

は，胃炎一・前癌→癌の資料を蒐積観察すること

によって，癌化の過程を追究すると共に，上記

の命題に対する解答を得ようと努めた．その成

果は，後章に記す通りである・

II．材料及び方法

　1．材料及び染色方法について

　私の観察した資料は，胃潰瘍38例，胃癌73例，曲び

に食道癌6例である．本報告には，その内，胃癌症例

の記載のみにとどめ，爾他症例は別報に譲り，所要結

論を適当な章下に引用することとした．因みに，資料

出所は，千葉大学中山外科47例，金沢大学久留外科関

係26例である．前者は，中山教授の御好意により別出

直後の新鮮標本で，酵素検出の精査を試みることが出

来た．後者は，：Formalin固定後の資料で，固定液の

関係上，方法施行に制限を受けた．報告中，酵素所見

に欠けるものがあるのは止むを得ない．

　私の行った染色方法は下記の如くである．

　1：Cyto1

　2：Tyrosine

　3：Tryptophane

　4＝：Basic　Amino　Acids

　　　（4！：Histidine，4”：Arginine）

　5　＝Cystine－Cysteine

　6：RNA
　7：DNA
　8：AIkaline：Phosphatase

　9：Acid　Phosphatase

　10：CO2－Anhydrase

　これら所見を，HE染色所見と対比して吟味するこ

ととした．更に少なくともDehydrogemses（志羽分

担），Phosphamidase（松本分担），β一Glucuronidase

（松本分担），淫心Ph・sphatases亜びにPyr・ph・s－

phetase（前田分担），　Polysaccharides亜分類，　Sulfa－

tase（黒田分担）等を必要とする．それぞれの成績は

今後分担者によって報告されるであろう．

　私の実施した染色法の術式は，敬室出刊の敢程（文

献欄参照）に従うものであるので，ここには記載を省

略する．

　次章には実験成績を，それら染色に基づいて記載す

るが，各症例に関しては，

　1）簡軍なる前歴亜びに圭訴

　2）肉眼的所見

　3）組織学的所見

の順に取扱うこととする．

　肉眼的所見は，胃癌の形態を：Borrmannの記載に

従って4型に分つた．Borrm、mpの分類法は，既’に今

日最も習慣的に探用ざれているものでここにはその説

明を省略する．

　組織学的所見として，最初にII・E染色法に基づき

行われている形態学的分類を掲げた．その分類に関し

ては説明を要しない，次に，発生母地に関しての分類

を久留敢授法に従って行った．これによって，胃癌が，

慢性胃炎，胃潰瘍，胃粘膜ポリープに続発する3型

を，顕微鏡的に分類し得る。本報告中には，久留方法

に従5結論として，Gastritis－Krebs，　Ulkus－Krebs，

　：Polyp－Krebsとして掲げた．因みに，この3型に

分類し得ないものの若干例を経験した．

　第3に，与えられた切片における前癌暦の幅の長短

1によって，甲，甲！，乙，丙，丁型なる分類記載を本報

告に掲げた．これは前囁状態の吟味上必要としたもの

である（附図1参照）．

　甲型とは正常粘膜層（A）が突然癌層（C）に移行

するもの，甲’型とは前癌層（B）が腺管1～2列位

に相当する極めて僅少なるもの，乙型とは前癌暦が腺

管3～4列に相当するもの，丙型とは腺管10数列に相

i当するもの，丁型とはこれより夏に広汎なる領域が前

癌暦なるもの．

　第4に，記載の弓ち，（イ）切片と記せるものは，

胃癌部位自体（癌化部位より未癌化部位にかけての切

片）を，（ロ）切片と記せるものは，胃癌部位より約

5cmを隔てたる比較的健全なる部位を，（二）切片と
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴは，手術胃の捌出門端部を，（ハ）切片とは，淋巴腺

転移を示すものである．これにより，病変のひろがり

を地域的に刊断ずるにっとめた．

　2．胃腺組胞機能の組織化学的判定について

　胃粘膜の顕微鐘的な構造は説明するまでもない．但

し，私は粘膜を4暦に分って記載した．即ち，報告

中，胃腺の最も表層部を，0層，胃腺頸部を　1層，

それ以下を3等分し，頸部直下を　H暦，次いで　III

層，最深部を，IV層とした．

　胃腺細胞は，成書に示す如く，主，壁，副細胞の3

種の細胞よりなるが，圭細胞は主として　1▽層に，壁

細胞は　111（若干VI）層に，副細胞は0～1層に位置

するものである．これらの細胞の分布は，胃領域によ

って，量的に異なることは成書に示す如くである．而

して，1層は，胃腺未分化層と従来記載されたものに

椙幽し，刺戟に対応して鏡敏なる反応を示す点におい

て注目を要する．

　主細胞は，機能的にPepsinogen分泌を，壁細胞は

塩酸分泌を，副細胞はMucine分泌を主として司るが

故に，夫々を：Pepsin細胞（報告申には，　P細胞群と

略記する），HCI細胞（II細胞群と略記），　Mucine細胞

（M細胞と略記）と機能的に表現することとした．

　：P細胞の機能度は，組織化学的に，Pyronine－Methy1

緑染色，Tyrosine染色，　Tryptophane染色を以って

推定しうるものである．即ち，活性度高き：P細胞は，

Pyronine－Methy1緑染色によって著明なる紫紅：色の

Metachromasie（附図7）を，　Tyrosine，　Tryptophane

染色によって，比較的に濃染（附図2）するものであ

る．Pyronine－Metllyl緑によるMetachromasieは，

私によって経験的に見出されたもので，その

染色晩年は推定の域を出でない．Tyrosine，

TryptOPhaneが：P細胞に：豊富に証明されるこ

とも亦，私によって見出された所見である．

附　図　2

　H細胞の機能度は組織化学的にCO2－Anhydrase染

色によって推定しうるものである．H細胞の塩酸分

泌能にCO2－Anhydraseが酵素的に関与することは既

知の事実であって，その機作に関してはDavenport

等の報告が存する．且つ叉，H細胞の機能がGO2－

Anhydrase染色によって孚ll難しうることは，敏室竹

内が既に報告せるところである．或いは，本染色を利

用し，敢室との連絡の下に，慢性胃炎に際してのII細

胞機能を本学久留外科四ケ浦が報告している．要する

に，CO2－Anllydrase染色によって，H細胞機能度を判

断し弓るものである．CO2－Anhydrase染色は，　H細

胞機能に直結し，且つ鮮麗な組織像を示す．第IV暦

は，圭としてP細胞よりなるが，その間に介在して若

干のH細胞が位置する．これらは，Tyrosine，　Trpto－

phane染色によって染色せられないものに椙当すると

制断される．

　M細胞の機能度は，圭としてCytol染色によって

推定しうるものである．分泌さ：れるMucineは，糖蛋

白を主体とする高分子物質であるが，Mucine染色に
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関しては，種々の方法があり，これによって，多糖類

が更に亜分類し弓る．胃炎，胃癌における多糖類亜分

類の行動に関しては，別に教室黒田が報告する．0暦

1層の細胞は，若干度Tyrosine，　Tryptophane染色

によって染着される．

　胃腺を形成する3種の細胞，即ちP，H：，　M細胞の

機能度を主として上記染色によって示度しうる．これ▼

ら3種細胞の胃領域における分布，就申機能的分布，

並びに実験的諸条件下における分布変動に関しては，

別に教室小泉が報告するところである，私は，かかる

基礎的実験に基づき，胃炎，胃潰瘍，胃癌に際しての

これら3種細胞の行動を観察することとした．成績は

実験功績の章下に記載する．

　3種細胞の機能は，組織化学的に判断する外に，臨

床化学的にも裏付けされる必要がある．胃腺分泌能の

臨床化学的な機能検査法には数法が存するが，これに

よって，胃酸分泌，消化酵素分泌，粘液分泌能を夫・々

に記載しうる．この検索は，臨床敏室において行われ

るところで，私の観察症例にあっては，この検：索を欠

くものがかなりに存していた．臨床記載記録の存する

ものにあっては，たとえば，胃酸分泌能に関し，無酸

症にはH細胞機能低下を，過酸症にはその充進を認あ

た．その他P細胞，M細胞の分泌能に関しても，組織

化学的所見は臨床化学的成績と比例している．なお，

この精細は，臨床化学的試験を重点的に精査して後，

導出手術による胃標本の組織化学的所見と対比しての

成績として，本学整形外科高瀬単寧門下によって発表

される予定である．私の観察例にあっては，この目的

のために系統的な臨床化学的検索が行われたものは部

分的にあったに過ぎないので，その比較検討を省略す

る．

　P，H，　M細胞群の機能低下並びに充進は，圭とし

て次の組織化学的所見に基づいて，判断されたもので

ある．即ち，

　P細胞群の機能低’下は，Pyronine－Methy1緑染色

Metachromαsieの低下・消失，　Cytol変性像の出現

（亜びにTyrosine，　Tryptophane染色の低下）によっ

て示される．Metacllromasie消失細胞には，常に著明

なるCyto1変性像が出現する．機能充進時の所見は

その逆である．因みに，Cyto1変性とは，私によって

意義づけられた所見であって，Cytol　i染色切畑性なる

微細雨粒が秩序を乱して，出現する像を示す．脂肪変

性に対応する多糖類変性とみなすべきものである．

CytQl変性の病理は，脂肪変性の病理に行われたる如

き一命題として今後考究されるべきものであろう．

　H細胞群の機能低下は，CO2－Anllydrase染色，そ

の他記載染色法によって制謝しうる．本細胞は，その

特殊染色能をかくと，明確に本細胞と診断しうること

が困難である．従って，本細胞の量的分布・増減の明

示は時に因難である．但し，質的変動は特異染色によ

って判定しうることは勿論である．本細胞にCyto1変

性を招来することは，P細胞に比してかなりに低率で

且つ時聞書におくれている．

　M細胞の機能：充進像は，Cytol染色によって示され

る．この尤進は所謂カタール性胃炎を示すものである

が，Cytol可染性なるMucineが腺管腔内に増加し，

且つ細胞質内にあって正常なる分布，即ち葡萄状に配

列しつつ増量する．細胞質内分埋骨の異常は，代謝機

序の異常を示すもので，癌化に際して就中意義をもつ

ものと制断ずる．癌化にあたって，解糖能充進と共

に，Cyto1可染性物質は著減するが，この時可融性物

質は，正常配列を乱しジ次いで減少するものである．

因みに，Cytol可染性物質には，糖原も含まれる．解

糖能充進と共に，糖原が減少することは当然である

が，糖原以外のCytol可染性物質も減少している．糖

原以外のCytol可染性な多糖類は，唾液消化法によっ

て糖原を否定することによって検出しうるものであ

る．

　以上によって，胃腺細胞の機能度が，組織化学的に

検証し5ることをのべた．これが．炎症，潰瘍，癌化

に際して変動することは，次章に吟味するところであ

るが，就中，癌化過程によって，細胞固有の機能が．

如何に変動するかの吟味が必要であろう．悪性腫瘍化

の代謝は，ひとり胃腺に限局せず，一般実質性臓器の

腫瘍化を考察するにあたって，固有機能の吟味が必要

であると私は信ずる．この考慮は，既往文献にあって

は，殆んど全く払われていない．而して，胃腺の固有

機能に関しては，幸いに臨床化学的にも検：零しうる．

　3，結　語

　癌化機序の考察にあたっては，一臓器の腫瘍に統計

的に意義ある症例数を獲得すべきこと，これによっ

て，癌化は代謝学的に少なくとも数型に分類されるで

あろうこと．発生母地に従って代謝機構並びにその分

類，頻度に相違の存すべきであろうこと．次にこの吟

味に対して，臓器発生の代謝学的過程を考察して置く

べきこと．癌化に際して臓器固有の機能の変動を吟味

すべきこと．要すれば固有機能は，組織学的（即ち組

織化学的）亜ぴに臨床化学的に検討されて置くべきで
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あることの所以をのべて，私の立場を明らかにした．

而して，機能と形態とは相即的・不可分的に判断さる

べきである．組織化学的考察は，以上の諸問題に対し

て，新たな研究手技として役立つものである．

III．検

　1．成績記載に関する読明

　次に検索成績を掲げる．症例記載の順序は，

かりに次の方針に従った．胃癌の分類は様々な

立場より行うことが出来る．形態学的所見によ

る分類，発生母地による分類，前歴症による分

類，組織化学的所見による分類等がそれであ

る．私は組織化学的分類を採用した．而して，

組織化学的分類も亦，様々な立場より行うこと

が出来る．私の行った諸染色法の結果は，全例

を通じて必ずしも一定したものでない．かよう

な代謝学的相違に基づいて，様々なる分類を

行うととが出来る．私は，かりに染色所見に

従って，1）癌細胞にAlkal｛ne並びにAcid

Phosphatase陰性なるもの，微陽性及び部分的

陽性なるもの，2）諸Phosphatases陰性であ

るが，Cyto！物質陽性なるもの，3）癌組織の

未癌化（正常）粘膜移行部にのみ諸Phosphatases

陽性なるもの，4）癌組織に諸Phosphatases陽

性なるもの，以上の4群に分類して記載するこ

ととした．癌組織の代謝学的分類として，従来

より独立性を与えられたものは，僅かに粘液癌

が存するのみである．ヒの腫瘍は，特に悪性度

の逞ましいヒと，旺盛なるMucine分泌能を有

すること，細胞質に印i環状室胞形成を絆うヒと

等のH・E染色のみを以てしても，余りにも印

象的なる組織像を示すことによって注目された

ものである．かようなMucineの形成能は，教

室同人創案のCytol染色によって，組．織化学的

に検証しうる．しかし癌細胞に見出される組織

化学的異常は，Mucine染色にのみ限られるも

のではなV・．各染色所見を総：合して，私は上記

4型に分類する試みを行ったわげである．但

し，ヒの分類法はあくまで便法であって，敏室

同人が別に分担しつつあるDehydrogel〕ases，

Phosphamidase，β一Glucuronidase等の所見によ

る分類も可能である．

索　成　績

　　胃癌を4型に分類し，次に各症例の所見を揚

　ザる．前歴，主訴，肉眼的所見，組織学場所

　見，組織化学的所見（成績記載には〔HSC〕と

　略記）の順序に記載するが，：Borrmann氏分類，

　久留氏分類，甲→丁型分類に関する規約は既に

　前文に記載した．或いは叉，（A），（：B），（C）

　部1（イ），（ロ），（ハ），（二）切片に関する規

　約も，前文に読明した通りである．H・E所見

　（成績記載には〔HE〕と略記〉中，：B’化と記し

　たのは，胃腺細胞が明調となり，点組織化学的に

　粘液分泌能の虎進を示すものを簡略化したもの

　である，その程度を（山）→（柵）で示した．

　　Cyto1蝋染性物質の排列が，特に乱れたもの

　は，その所見を附記した．特に附記のないもの

　は正常排列を示すものである．B化と記すもの

　は，胃腺細胞が：塩基馬丁を増し，組織化学的に

　塩基性アミノ酸（殊にHistidine，　Arginine）が

　増量し，或いは，RNAの胞体内増加を示すも

　のを標示するものである．私は，全標本に塩基

　性アミノ酸，Histidlne，　A　rglnlne染色を施して

　襯察したが，その濃淡は，H・E染色による塩

　基好度と比例するが故に，とれら染色所見の記

　載を全部省略した．：B化細胞は，やがて前癌ナ伏

　態に移行するが，とのヒとは組織化学的に追究

　しうる，それら所見は，該当箇所に附記するこ

　ととした，胃腺4層に分つことは，既に規約し

　た通りである．従って，例えば，“0－1暦，：B’

　化（＋），II暦Cyt変性（∴），　III－IV暦B化

　（＋），PH細胞群：〔H〕減少，活性度低下，

　〔P〕減少。Orange－RNA－M（一），　Cyt変性

　（柵），活性度低下”なる表現を行った．〔H〕は，

　塩酸分泌に関与する壁細胞の量を，〔P〕は同じ

　くPepsin分泌を司る主細胞の量を示すもので

　ある．Cyt変性はCytol　i変性のll；各記で，～これに

　関してはその組織像を既に説明した．Orange－

　RM－Mと記せるは，　Pyronine－Methyl緑染色
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において，オレンヂ色にMetachlomasieを示

すものに相当する．この変色は，煙る種多糖

類に基づくものと推定される．Alkaline，　Acid－

PhosphataseはA：L，Ac－P－aseと略記しノ，　Tyr，

Tryは夫々Tyrosine，　Tryptophaneを，　SHは

胃粘膜（Schleimhallt）を，　T．　subrn．，T．　musc．

は夫々TuDica　submucosa，　Tunica　muscularis

を示すものである．或いは更に，Rdは円形細

胞浸潤（Rundzellen　In創tration）を，　Stgは毛細

血管充盈（Stauung，　Hyperarn｛e）を，　Bdgは：，

聞葉性組織就中結締織（Bfndegewebe）を，　KZ

は癌細胞（Krebszelle）を示す略符号である．

　2．症例成績について

第1型成績：

　K．ZにP－ases並びにCytol染色陰性なるも

のを胃癌第ra型或いはCl型（Common　type），

P－asesがKZに一般に陰性，部分的に陽性の

ものをlb型（CII型），一般に徴弱陽性（∴）～

（一）のものをIc（CIII型）とする．各型の例数

はla型：16例，　Ib型：7例，　Ic型：10例，総計：

33例である．三型の代表例を1例宛記述すると

次のようになる．

　Ia型：第1例56歳δ　主訴：胃部充満感，貧

血，便秘．聖目：生来胃弱，約3ヵ月前より主

訴増強．癌肉眼的所見：胃体部前壁に小見手町

回輩状B氏1型癌，周辺堤歌隆起．転移（一）

　診断コ1）Adenocaτc沁oma　cylhldro－macro一（’elL

2）Gastrit｛s－Krebs・3）乙型

　所見：（A）診断：Gastritls　hypertrol）h

　〔H：E〕：SH肥厚（十），腺管配列乱る．0－1

層：B’化（＋）～（甘）し腺管伸張，蛇行，腺腔

拡大．III－IV暦増生（十），細胞大きく，変性．

問題Rd（÷）Bdg増生（÷）．〔HSC〕：AL一，

AC－P－ase：腺上皮（一），間質（＋）．　RNA：

0－1　層・B－B’　イヒ糸引且包　（＋）．　Cytol：0－II　1膏

Cyt．野冊胞体充満（÷），（B）部に接近するに

従って充満（粁），分泌充進（＋）．田一工V暦

Cyt．変性（十）

　PH細胞群：〔P〕増生（＋），活性度低下．

〔H：〕正常，活性度著明低下，Tyr，　Try．：全

暦（∴）

　（粉〔HE〕：腺管配列大V・に乱れ，0－1暦

B一：B’ ｻ腺管伸長蛇行，腺腔拡大．III－IV暦

殆んど治失し，　僅少残存．　間質水腫様，　Rd

（十十），　Stg　（÷）

　〔H：SC〕：AL一，　AC－P－ase　l腺上皮（一），

間質（＋），RNA，　DNA：0－1暦B－B’化細

暦（軒）．Cyto1：Cyt．穎粒配列乱し微細化し

つつ減少．PH細胞群：〔P〕〔H〕減少著明，活

性書示さす．Tyr，　Try：全暦（∴）

　（C）〔HE〕：極めて僅かの前癌層を経てSH

全層癌化．大円柱様癌細胞の大小不規則な腺構

造を示す癌藁でSHより筋層迄浸潤．癌暦は壊

死の傾向帯し．

　〔HSC〕：AL一，　AC－P－ase：KZ（一），間

質（十），RNA，　DNA：K：Z（什），　Cytol：KZ

（一），分泌物塊（十），Tyr，　Try：KZ（＿）

　（ロ）診断　：Gastrit三s　illterstitialls　levis

　〔HE〕：SH：厚さ腺管配列梢ぐ正常，0－1暦

B’化（÷）部分的にB化（＋），IV暦部分的に

墜下拡大，変性．間質疎でRd（÷）

　〔HSC〕＝AL一，　AC－P－ase：腺上皮（一），

聞質（十），　RNA：0－1暦B化細胞（十），

Cyto1・0－1暦分泌充進（÷），　II暦正常，111

層選択的にCyt．変性（＋），　IV層部分的に

Cyt変性（＋）．　PH細胞群：〔P〕減少．変性

に陥らな》・ものは比較的活性度高し．〔H〕減

少，活性度低下．Tyr：全暦（∴），　Try：0－1

暦（÷），II－IH暦（∴）．IV贋部分的（÷）・

　（二）診断　：Gastritis　interstitialis

　〔HE〕：SH租ζ萎縮．0一一1層・B化（÷）．

聞質粗，Rd（十）

　〔HSC〕：AL一，　AC－P－ase：腺上皮（一）聞質

（十），RNA：0－1暦：B化細胞（÷）・Cyto1：

0一11層Cyt，顯粒梢ζ減少，0暦部分的粘液

被覆．III－IV暦Cyt・変性（十）・PH細胞

群：〔P〕，〔H〕減少，活性度少数は比較的保

たれ大部分低下．Tyr：0－III暦（山），　IV暦
（÷）．

　Ib型：第17例　診断：（1）Adenocaτc．　cubo一

【288】



冑癌の組織化学的研究 289

mesocell．（teils．　gelatinosum）

　（2）Gastritis－Krebs．胃腺頸部より癌化．（3）

丙型

　所見：（A）診断：〔HE〕：SH肥厚（＋），

0－1暦細胞大型B－B’化（＋）・腺管蛇行腺

腔拡大．II－III層部分的に：B化（＋）．　IV暦

比較的正常．間質Rd（÷），：Bdg増生（÷），

粘膜下撃墜肥厚し所々切断され，KZがIV暦

の下に小集団で浸潤周囲を圧排．

　〔HSC〕：AL一，　AC－P－ase：一般に腺上皮

（÷），間質（十），0－1暦の粘膜分泌充進ぜる

腺上皮（＋）．R：NA：お化細胞（＋），所々

Ora1〕ge－RNA＿M（十）．Cyto1：0－1暦：分・泌羽

州（十），II層正常．　III一【V層部分的にCyt

変性（＋）．PH細胞群：〔P〕正常，活性度低

下．〔H〕著明に減少，活性度厚く低下．

　（B）診断：〔HE〕：0－1暦非常に細胞大型
：B’ iB）化（甘）～（柵），部分的にB化（什）で

頸部より癌化，II－IV暦細胞減少，部分的にB

化叉は：Cyt変性す．　SH深暦はT．　submより

の癌浸潤のため細胞圧排される．間質水腫檬

（十十），Rd．　（十），：Bdg増’生（∴）．

　〔HSC〕：AL一，　AC－P－ase：腺上皮（∴），

間質（＋）．

　RNA：：B化細胞（＋十），　1）NA：B化細胞

（＋）．Cyto1：0一｛1暦Cyt穎粒配列を乱し微

細化しつつ減少．III－IV暦Cyt変性（甘）．

PH細胞群：（P〕著明減少活性度著減，〔H〕
　　　　　　　　　　　～
消失．

　（C）〔HE〕：Sliの胃腺頸部よりの癌化漸次

全層に及ぶ．中椴子様癌細胞の大小不規則な未

熟な腺構造の癌巣で筋暦まで深く浸潤．一部癌

輿は粘液癌化．

　〔HSC〕：（1）腺癌において，　AL一，　AC－P－

ase：KZ（一），聞質．　RNA：KZ（柵）．DNA：

KZ（皆）．　Cytol：KZ（一）．分泌物塊（＋），

聞質（一）．

　（2）粘液癌にお》・て，AL一，　AC－P・一ase：KZ

（十），間質（・H・），RNA：KZ（什），　DNA　l

：KZ（十），　Cytol：KZ（∴），聞質（粥）（聞質

型）．

　Ic型：第24例56歳♀　主訴：痩削．理財：

約8ヵ月前より全身倦怠，癌肉眼的所見：胃体

部後壁5×6Cln位のB氏II型癌．周辺堤：歌隆

起及び浸潤著明．転移（一）

　診断：（1）Adenocarc．　cubo－microcell．（部

分的粘液癌化）（2）Ulkus－K：rebs胃腺頸部より

癌化（3）甲型

＼所見＝（A）診断：〔HE〕：SH肥厚（÷），

腺管密度配列正常・0－II層増生（∴）B’化（昔）

及び部分的B化．III－IV層増生（÷），聞質

Rd（ゐ），：Bdg増生（什）．

　〔HSC〕：A毛一，　AC－P－ase：腺上皮（一），

間質（＋）．　RNA：B化細胞（＋）．　Cytol：

0－II暦分泌国焼（什），　II【一IV暦Cyt変性

（粁）．PH細胞群：〔P〕，〔H〕増生（÷），活

性度著明低下．Tyr，　Try：0－1暦（＋），II－

III暦（÷），IV暦（＋），間質0－1暦（十）

～（紛．

　（C）〔HE〕：梢ミ正常と思われるSHの頸

部より癌化（この一部分では小集団で粘液癌

化），充実性の傾向をもつ未分化な腺癌でSH

から筋層まで強く浸潤．

　〔HSC〕：Aレ，　AC－P－ase：一般KZ（∴），

聞質（赫）但し発育暦KZ（＋）叉粘液癌化細

胞（一），RNA：KZ（珊）．1）NA：KZ（十十）．

Cytol：一般K：Z（一），分泌物塊（十），間質

（一）であるが，粘液癌化したKZは粗大円形

Cyt顯粒胞体内外充満（十十），闇質（一）で実質

型．（A）と近接せるKZは部分的に既存Cyt

穎粒，癌化と共に崩壊しつつある像を認む．

Tyr，　Try：KZ（十）～（什），但し粘液癌化細

胞（一）．

　（ロ）診断：〔HE〕：SH厚さ正常，腺管配

列梢ζ乱る．0－1暦B’化（＋），III層」曾生

（÷），大部分B化．間質：Rd（骨），：Bdg増

生（÷）．

　〔H：SC〕：AL一，　AC－P－ase：一般に正常，但

し0－1暦分泌充進ぜる腺上皮（＋）．RNA，

DNAコB化細胞（＋），　Cyto1：0－1層（特に
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0暦）分泌充進（十十）．III－IV層部分部Cyt

i変性（＋）．PH細胞群：〔P〕減少，活性度比

較的正常．〔H〕B化細胞となり，活性度低下．

第II型成績

　KZにP－ases陰性，　Cyto1染色が全般或いは

部分的に陽性のものを：第II型とす．総；計10例．

　第34例44歳δ　主訴：室腹時心窩部痛，胃部

充満感，嘔吐，吐気．現症：約4カ月前より主

訴．癌肉眼的所見：胃幽門前部前壁に丁丁大：B

氏II型，中央壊死強し転移（一）．

　診断：（1）C．slmp】ex　gelatlllosum（2）Ulkus

Krebs（3）乙型

　所見＝（A）診断：〔HE〕：SH厚さ腺管配

列正常．0－Il暦：B’化，間質Rd（÷）．

　〔HSC〕：A耳一，　AC－P－ase：正常，　RNA：

正常，Cytol　l　O－II暦Cyt顯粒胞体充満（十）

分泌充進（＋），1【1－IV暦Cyt変性（甘）．

PH細胞群：〔P〕．〔H〕共減少且つ活性度低

下．Tyr：全暦（∴）．　Try：0－1暦（÷）～

（十）．II～IV層（∴）．（B）〔HE〕：SH肥厚

（÷）腺管配列乱れ，0－1暦：B化（什）しそれ

より粘液癌化す．間質Rd（＋）・

　〔HSC〕：AL，　AC－P－ase：腺上皮（一），

間質（十）．R：NA：B化細胞（十），　Cytol：0－1

暦（B化）Cyt穎粒大きさ配列を乱してかなり

減少．KZ（冊），　PH細胞群：消失．

　（C）〔HE〕：極めて僅かな前癌層を経て殆ん

ど突然癌化（胃腺頸部よりか）．中円形癌細胞

の充実性癌集でSHより筋暦まで浸潤．

　〔HSC〕：AL一，　AC一：P－ase：KZ（一〉聞質

（十》．RNA，　DNA：KZ（十），　Cytol：KZ胞

体（骨）間質（一）（実質的）．Tyr：KZ（∴），

Try：KZ（一）

　（ロ）診断：〔HE〕：SH厚さ腺管配列梢ζ

正常．0－1暦B’化，III－IV暦増生（＋）　し

SH％位占める．間質Rd（÷）

　〔HSC〕：A：L－AC－P－ase：正常．　RNA：0－1

層B’化細胞（＋）．Cytol：0－1暦Cyt穎粒

禰漫性胞体充満（紆），II－IV層止常．：PH細

胞群：〔P〕，〔H〕共増生（十）活性度高し．

Tyr：0－III麿（山），　IV暦（÷），問質：

0－1暦（÷）・Try：0－1暦（∴），　II－III暦

（÷），IV暦（÷）～（十），

第III型成績

　KZにP－aseが一般に陰性であるが（C）部

と（B）部との移行部のみに陽性のものを第III

型とす．総計2例．

　第44例58歳δ　主訴：胃部充満感，胸やけ．

脳症：約2カ月前より主訴．癌肉眼的所見＝胃

幽門部5×3．5cm　B氏III型，中央即死，周辺

堤歌隆起．転移（一）．

　診断：（1）Adenocarc．　cylindro－macroce1L

pap．（2）Gastritis－Krebs（3）丙型

　所見：（A）診断：〔HE〕：全般に萎縮（÷）．

0－1暦：B’化（÷）．間質全：暦Rd（＋）．

　〔H：SC〕：AL一，　AC－P－ase：正常，　RNA：

正常．Cytol：0－1か月yt一粒正常配列で増

量（÷），III暦Cyt変性（÷），　IV層正常．

第 1 表

胃粘膜各部

〔HE〕及び

　〔HSC〕

第　　　1

　Ad．　cyl．

　　：Bor　I
　　G　一　］K：

　　乙　　型
全　暦　癌

例

化

（C）

：P＿ase

AL
（一）

AC
k一）

〉

（什）

u

（粁）

Cyto1

KZ 間質

（一） （一）

分（＋）

Tyr

（一）

Try

（一）

腺

管

O

I

I【

m
IV

（：B）

：B：叉は

8！化

：B＿B！

：B＿B，

消

失

Cyto1

↓

（＋）

（＋）

Rd

（骨）

〃

〃

〃

〃

：PH細胞群
　P
数　F
（一） （一）

　H
数　F
（一） （一）
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PH細胞群：〔P〕増生（什），活性度正常．

〔H〕増生（十），活性度高し．Tyr：0－1暦
（十）～（十十），　II層・（÷），　III－IV暦（什），

Try：0－1暦（÷），　II層（∴），　III－IV暦

田）．

　（B）診断：〔HE〕SH肥厚（十），（C）に接

近せる部分は特に腺管配列乱れ，0－1暦に数

個小嚢腫あり．叉頸部に癌化傾：向を示すものあ

り．全腺管B’（＋），：B（÷）化．闇質水腫様

（÷），KL－Rd（十十）．

　〔HSC）：AL一，　AC－P－ase：0－1暦の分泌

充進ぜる腺上皮（÷），その他腺上皮（一），闇

質（一）．RNA：0－1暦及びB化細胞（＋）．

Cyto1：SH全暦禰漫性増量（柵），（C）に接近

するに従ってCyt平平微細微小配列乱し減少．

PH細胞群：〔P〕増生（＋）但し（C）に近接

するに従って減少，活性度著明低下．〔H〕減

少，活性度著明低下．Tyr，　Try：0－1暦（＋）

II－IV暦（÷），（C）に近接するに従って全暦

（∴）．

　（C）〔HE〕：かなりの前癌暦を経てSH全

暦癌化．大円方様癌細胞の典型的Adenocarc－

cylindro－macroce1L　pap・にして，　SHよりT・

subm，　T．　musc．に浸潤．

　〔HSC〕：AL・一，　AC－P－ase：K：Z（一），間質

（十），但しAL－P－ase移行部KZ増量RNA，

DNA：KZ（十十），　Cyto1：：KZ（一），　Tyr：

K．Z（一）．　Try　：KZ（一）・

　第IV型成績

　KZにP－ases陽性（÷以上）のものをIV

型とす．総計28例．

　第46例診断：（1）Adenocarc．　cubo－m｛croce1L

（teils　gelatinosum）（2）Gastritis－K：rebs（3）三型

　所見：（B）診断：〔HE〕：十型前癌暦，　S

H肥厚（料），腺管肥大帳面拡大．0－II層増

生B’化（＋），II－1【1層所’々に：B化（＋）．

1－II暦の一部分に頸部より癌化せる粘液癌巣

介在す．聞質一般にRd（昔）．

　〔HSC〕：AL一，　A　C－P－ase：腺上皮（一），

間質：（十）．RNA　：：Bイヒ糸田月包　（十），K：Z　（十十）・

Cyto1：0－1層部分的にCyt顯粒減少叉増量・

II暦正常，　III層部分的Cyt変性（÷），　IV暦
　　　　ぐ
Cyt変性（＋）・1－II暦に介在するKZは胞

体（÷），聞質（什）で間質型．

　PH細胞群：〔P〕減少著明，活性度低下．

〔H〕主としてB化し分泌能を保つもの比較的

存在．活性度梢ミ低下．

　（C）〔HE〕：かなりの前癌層郵経て胃腺頸部

より癌化，小婦子檬癌細胞，非常に未分化な腺

構造を示す癌輿は粘液化に傾き，SHよりT・

subm．，T．　musc．に浸潤す．

　〔HSC〕：AIL一，　AC－P－ase：K：Z（什），間質

（÷）．RNA：KZ（甘）．　DNA：KZ（十）．

Cytol：一般に・KZ月包体　（÷），　特に鹿占液癌巣

において：はKZ（÷），間質（珊）で聞質型・

　3．轡型胃癌所見の総括

　轡型所見を総括して，主要所見を一覧表を以

て示す．

第 1 型

（A）

：B：又は

B’化

：B！

：Bノ

CytoI

十～÷

十十～÷

十十～÷

（＋）

（＋）

Rd

（÷）

〃

〃

〃

〃

PH：細胞群

　P
数：：F

（＋） ↓十

　H
数：F

N ↓十十

（ロ）

B：又は

B’化

：Bノ，：B

：Bノ，13

9
艶 Rd

（÷）k÷）

（÷）

N
（＋）

部
（＋）

〃

〃

〃

〃

PH細胞群
　P
数　F
↓ ↑比

　11
数　F
↓ ↓

（二）

：B：叉は

Bノ化

9
邑

　　粘被Bi　　症覆
：B ↓

↓

十

十

Rd

（＋）

〃

〃

〃

〃

PH細胞詳
一P
数　F
↓ ↓

　H
数　F
↓ ↓
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第　2　例
Ad．　cy1．　pap．

　BorI肛
　G－K　乙　型
全層癌化
第　3　例
Ad．　cy1．　macro．

　：Bor　l工

　u－K　乙　型
潰蕩底癌化

第　 4　例
　Ad．　cubo．

　Bor　I
　G－K　甲　型
全暦癌化
第　 5　例
Plattenep・　K。

　：Bor　I

　甲　型
食道癌の転移

第　 6　例
　Ad．　cubo．

　：Bor　l正

　G－K　乙　型
全暦癌化
第　 7　例
　Ad．　cγ1．

　：Bor．1正I

　G－K　乙　型
胃腺頸部より癌化

第　 8　例
　C・Simplex
　：Bor　l正

　G一〕K
　丙　型
崩暦癌化
第　 9　例
　C・Simplex

　G－K

第　 10　例
　Ad．　cubo．

　P－1（

胃腺頸部より癌化

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）
1（一）

（什）k料）

（什）

k一）

（＋）脚（一）

　1（什）（卦）
　E

（粁） （＋）

（一）

（什）

～

（＋）

（柵）

（一）

　　（＋）（・一）

（料） （一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（∴）

（∴）

（∴）

（∴）

（∴）

（∴）

（∴）

（∴）

（⊥）

（∴）

　ロ（什）（柑）

（∴）1（∴）

（一）

　　　　　（＋）（＋）（一）

（粁） （掃） （一）

（一）

（一）

（一）

淋巴腺転移
（∴）1（∴）

（÷） （÷）

～

（＋）

O

I

ll【

m
llv

O

I

I1

1正工

IV

O

I

H
III

IV

O

I

I【

1五【

IV

：B！

：Bノ

：B

：B

B

B＿：Bノ

〃

：B一：B！

：B＿：B！

〃

〃

〃

ol：B＿］B・

1　：B一：B！

1【

II夏

【V

O

I

II

III

IV

O

I

II

m
IV

：B

B

↓

浦

失

（続）

〃

〃

〃

〃

（一）

（柵）

〃

〃

〃

↓レ

↓十十

↓

（什）

（督）

（＋）

（＋）

（＋）

1（÷）

↓（＋）

↓

浦
失

（什）

〃

〃

〃

〃

（什）

〃

〃

〃

〃

↓十十

↓

（粁）’（一）

〃

〃

〃

（一）k一）

（一）

　　（＋）1（冊）
（＋）1〃

（÷）

（＋）

～（柵）

〃

〃

〃

↓十十

（一）

（一）

酬↓甘
　1

（一）

↓十十

↓十卜

（一）

↓甘

↓i（一）

（一）

↓十十

（一）

↓十十
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B／

B，

B’

Bノ

：B’

：B！

：B！

：B’

：B，

：B！

：Bノ

（朴）

（朴）

（甘）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

十十～柵
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N
〃

〃

（÷）

〃

〃

〃

〃
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1
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（甘）（甘）
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〃

〃

〃

（÷）

1”
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（＋）1〃
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（＋）1（甘）

（÷）〃

（÷）〃

（＋）〃
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第　　11　　例

Ad・cul・pap・

　　P－K
　甲　　型
胃腺頸部より癌化

第　　12　　例

　C・Simp】ex

　　G－K
　丙　　型

全　層　癌　化

鳥　　13　　例
　Ad．　cubo．

（C・simp1・の傾向）

　　G一：K
　　丙　　型
全　層　癌　潮

害　　14　　例

　C・Simplex

　G－Kl
　丙　　型

全　暦　癌　化

第　　15　　例
Ad・cy1・pap・

　　G一：K

　丁　　型
胃腺頸部より癌化

第　　16　　例
Ad．　cy1・　PaP・

　　G－K
　丙　　加
齢　層　癌　化

第　　17　　例

　Ad．　cubo．

（teilS　gelatinOSUm）

　　G－K
　　丙　　型
胃腺頸部より癌化

第　　18　　例
Ad．　cyL及び
Ad．　cubo．（teils

gelatinosum）

　　G－Kl
　　乙　　型
胃腺頸部より癌化

第　　19　　例
Ad。　cyl。　pap・

　　Bor　I【

　　u－K
　丙　　型
全　層　癌　化
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第　　20
Ad．　cy1．　pap．

　　：Bor　I【

　u－K　甲　　型
全　暦　癌　化

膿1（一）1（一）

発育層
1（＋）1（＋）

（什） （畳） （一）

第　　21　　例

　Ad．　cyL

　　：Bor　IV

　G－K　甲　　型
胃腺頸部より癌化

（一） （一）

部分的
（＋）1（一）

（什）（＋＋） （一）

（一）

第　　22　　例
Ad．　cy1．　pap．

（teils　gelatinosum）

　　：Bor　m

　　G－K
　丙　　閉
眼　層　癌　化

野　　23　　例
C．gelatinosum

　　：Bor．　IV

　不　　明
　丁　　型
胃腺頸部より癌化

第　，24　　例
Ad・　cubo・　（teiエs

geratino吊um）
　　：Bor　I正

　u－K　甲　　型
胃腺頸部より癌化

（一）（一）

発育層
（÷） （÷）

（一）

（卦）

（一）

（＋＋＋）！（一）1（一）

三分的粘液
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1（什）

（∴）

（一）（一）

　1

（＋）

（∴）

（＋）

第　　25　　例
　Ad．910bo．
（C・S・の傾向）
　　：Bor　IV

　G－K　　乙　　型
全　暦　癌　化

第　　26　　例
　Ad．　cubo．

　　：Bor　II

　u－K　乙　　型
全　暦　癌　化

第　　27　　例
Ad・cyl・pap・

　G一：K（？）

　甲　　型

全　層　癌　樹

影　　28　　例
　　Ad．　cubo．

　　：Bor　I［

　　U－　K
　　甲　　型

陣層癌化
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（十） （＋）
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津　29　例
Ad．　cy1．　pap．

　Bor　H
　G－K　乙型
全層癌化
第　30　例
Ad．　cubo．gelatino・

　：Bor　m
　不：明
　甲府全層癌化
第　31　例
Ad．　cubo．

　Bor　I
　G－K　十型全層癌化
第　32　例
Ad．　cubo．

（teils　gelatinosm）

　u－K　二型胃腺頸部より癌化

第　33　例
Ad・cy1・pap・

　G－Kl
　丁型
全層癌化
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第　 1　表
胃粘膜各部

〔HE〕及び

　〔HSC〕

第　34　例
C・Simplex
　gelatinosum
　：Bor　I［

　U－K　乙型胃腺頸部より癌化

第　35　例
C・Simplex
　gelatinosum
　：Bor　I

　u－K　丙型
全層癌化
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第　　36
Ad・　cyL　pap．

　G－K（？）

　甲　　完

全　暦　癌　化

例（一）1　　（∴）（柵）

第　　37　　例
　Ad・cy1．及び
C・Simplex
　gelatinosum
　　：Bor　I∬

　G－K：
　甲　　型
全　層　癌　化

第　　38　　例
　Ad．　cubo．
（teils　gelatinosuln）

　　：Bor　m

　　G－K
　丁　　型
胃腺頸部より癌化

第　　39　　例

　C・Simplex
及びAd．　cy1。　cubo．

（teilS　gelatinOSum）

　　G－K
第　　40　　例

　C・Simplex

　G－K
　Multifocal

　に癌化

1．腺癌では
（一）1（一）i（柵）

2．粘液癌では

（一）

（一）

（一）

（一）

（一） （什）

　　（一）（柵）

　1

（一） （甘）

（一） （骨）

（柵

第　　41　　例

　C・Simplex

　G－K
　丙　　瓦

全　層　癌　化

第　　42　　例
Ad．　globo．micro．

　　：Bor　II工

　G一：K：
　丙　　型
全　層　癌　化

第　　43　　例

C・Simplex

　G－K
　乙　　型

全　層　癌 化

（什）

（一）

（柵）

G＋）

（什）

（一）

（什）

　　（什）（丹）

（一）1 i一）：㈹

（一） （一） （粁）

G＋）

（什）

（∴）｝（一）

　部分的
　粘液癌
（柵）

（一）

（柵）

（一）

～

（∴）

（＋）

（÷）

（一）

（÷）

（一）

（＋）

（＋）

（∴）

部分的粘液癌
（什）

～

（＋）

（一）（一）

部分的
粘液癌
（÷）（柵）

（÷）

（÷）

～

（一）

（轟）

（一）

～

（÷）

（一）1

（一）

（一）

（一）

部分的

（∴）

（＋）！

（一）

（山）

（∴）

O

I

I【

1旺

IV

O

I

II

III

IV

0

1

1工

III

IV

O

I

I【

III

正V

：B

：B

部÷

〃

↓

（÷）

（÷）

（＋）

〃

〃

〃

〃

・「

I

II

III

IV

O

I

II

III

I▽

O

I

I［

II【

1V

：B－Bノ

〃

B

B
：B

↓

（＋）

（＋）

　部

　丁

↓〃

　N
　N

（÷）

〃

〃

〃

〃

（＋）

〃

〃

〃

〃

↓

↓十十

↓十十

0
’【

II

II【

IV

B
：B

B

↓

↓十十

（＋）tN

（÷）㌦甘

（÷）［

（一）

（÷）

（一）

↓

（一）

（み）1↓

↓十十 （一）・
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：B＿Bノ

〃

B

：B一：Bノ

〃

B

B

B

：B一：Bノ

〃

B
B

（＋）

（十）

（＋）

（什）

（什）

（什）

（什）

〃

〃

（柵）

部÷

〃

N
（＋）

N

↓

↓

部÷
〃

：B

B
N
〃

ミ

〃

〃

（＋）

〃

〃

〃

〃

（昔）

〃

〃

〃

〃

（柵）

〃

（＋）

〃

〃

N

N

N

（＋）

〃

〃

〃

〃

（＋）

（＋）

（÷）

部
：B＿：Bノ

〃

（暑）1

部
÷↓
〃

〃

（÷）

N

1（÷）

　〃

　〃

　〃

　〃

（朴）

↓十十

↓

N

↓

↑

↑

↓

↓

（÷）

↓

N部

↓

比N

Bノ

〃

：B

B

（∴）

（什）

Nil

↑

（什） ↑

（＋）

〃

N
部÷

N
（÷）

（÷）

N
（＋）

N

（什）

（粁）

（什）

〃

（＋）

（＋）

（＋）

↑

N

1

↑十十

N

N

N

↑

N
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第 1 表

胃粘膜各部

〔HE〕及　び

　〔HSC〕

第　　44　　例
Ad．　cyl．　pap・

　　：Bor　III

　　G－K：
　丙　　型
胃腺頸部より癌化

第　　45　　例
Ad・cy1・pap・

　　：Bor　II【

　　u－K
　丙　　型
全　層　癌　化

（c）

：P＿ase

Aエ
hAC

（一）k一）｝㈱

（C）と（B）と

の移行部
（＋）（一）

（＿）1（＿）1㈹

（Clと（B｝と

の移行部
（＋）（十）

u

田）

田）

　Cytol

KZ間質
（一）

（一）

（一）

（一）

Tyr

（∴）

（∴）

Try

（一）

～

（∴）

（∴）

腺

管

O

I

II

正∬

IV

O

I

II

III

IV

（：B）

B：叉は

：B’化

：B

：B

：B一：B！

〃

〃

〃

〃

Cyto1

（柵）

　〃

　〃

　〃

↓〃

↓

Rd

（甘）

〃

〃

〃

〃

PH細胞群
　P
数　F
↓

（＋）

〃

〃

〃

〃一

↓

↓十十

↓十十

　H
数　F
↓

↓

↓十十

↓十十

第 1 表

胃粘膜各部

〔HE〕及　び

　〔HSC〕

第　　46　　例
　Ad．　cubo．
（teils　gelatinosurn）

　　G－K
　　丙　　型
胃腺頸部より癌化

第　　47　　例
　Ad．　cubo．

　　U－K

第　　48　　例
Ad・cubo・及び
C・Simplex
　　gelutinosum
　　Bor　I

　　G－K
　　乙　　型
胃腺頸部より癌化

（C）

：P－ase

A：LA：L

（什）

（＋）

（甘）

（＋）

〉

（什）

（昔）

∪

（＋）

（料）

1）腺癌において
（＋）1（＋）i㈹【㈲

2）粘液癌において

（柵）（柵）（甘）（料）

Cyto1

K・1韻
（÷）i（一）

部分的
粘液癌
（÷）（柵）

（一）（一）

　部分的

（÷）（一）

第49刻㈲
　Ad．　cubo．

　　：Borm
　　G－K，
　丁　　型
胃腺頸部より癌化

（＋） （什）

（一）

（料）

（針）
p（÷）

　I

　i

（一）

（＋）

（一）

分
（什）

Tyr

（一）

～

（∴）

（一）

～

（∴）

（∴）

～

（÷）

Try

（一）

（一）

（∴）

腺

管

O

I

II

III

I▽

O

I

I正

m
正V

O

I

II

III

IV

O

I

I江

【【正

IV

（：B）

：Bl又は

B’化

部B
〃

〃

：B

〃

〃

〃

〃

B
：B

B

Cyto1

部
÷↓
〃

N
部÷
（＋）

↓

（÷）

〃

〃

〃

（什）

Rd

（什）

〃

〃

〃

〃

（＋）

〃

〃

〃

〃

（甘）

〃

〃

〃

〃

PH細胞群
　P
数　：F

↓十十

↓十十

N

↓

（一）

↓

　H
数　F
↓比

↓甘

N

↓比

（一）

↑比
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第 III 型

（A）

：B：叉は

B’化

：B／

B，

：B！

：B’

Cyto1

（÷）

〃

N
（＋）

〃

（÷）

部÷
〃

Rd
lPH細胞群

（＋）

〃

〃

〃

〃

（＋）

〃

〃

〃

〃

数P eI数HF
　　（什）N

（什） ↑

（＋）

（＋）

↑

N

（ロ）

B叉は

：B’化

i

6
憐

9
Rd
PH細胞群
　P

数F
　H
数F

（二）

：B：叉は

B’化

：B－Bノ

〃

6
異

9

（＋）

（＋）

（÷）

部÷

Rd

（÷）

〃

〃

〃

〃

PH細胞群
　：P

数　：F
　H
数F

第 IV 型

（A）

B：叉は

8ノ化

：B一：Bノ

〃

〃

CytoI Rd

（＋）

〃

〃

〃

〃

k什）

〃

〃

〃

〃

PH細胞群
　：P

数：F

（＋） ↓

　H
数　F

N ↓

（ロ）

B：叉は

B’化

6
旨

9
Rd
：PH細胞群
　P
数：F
　H
数F

（二）

lB又は

lB’化

6
讐
巳
Rd PH細胞群
　P

数F
　H
数：F
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第　　50　　例
Ad・cy1・pap・

　　Bor　II

　G－K　丙　　型
全　層　癌　化

（÷）1（÷）

発育層
（＋）k＋）

移行部
（＋） u（＋）

第　　51　　例
　Ad．　cubo．
（tielS　gelatinOSUnユ）

　　：Bor正II

　G－K　丙　　型
Multifocalに癌化

（÷） （÷）

（什）1

（暑）

～

（柵）

（什）「（一）

第　　52　　例
　C・　Simplex

　　：Bor　III

　，G－K
　甲　　型
全　層　癌　化

第　　53　　例

　Ad．　cub．

　　Bor　II

　G－K　乙　　型
全　層　癌　化

第　　54　　例
Ad．　cubo．

：Bor　II

G－K丙　　型
胃腺頸部より癌化

第　　55　　例
Ad・cy1・pap・

　　：Bor　m

　G一：K
　乙　　型
胃腺頸部より癌化

第　　56　　例

　Ad。　cyL

　　：Bor　III

　P－Kl
　乙　　型
全　層　癌　化

第　　57　　年

　Ad・cy1．

　　Bol　I

　U－K　甲　　巴
鴨　層　癌　化

第　　58　　例

U一．K

（＋）

部分的粘液癌では
（暑） （丹）

（÷）1（÷）

部分的
（甘）

（÷）

（÷）

（料）

（÷）

（÷）

淋巴線
転移巣
（一）

（÷）

（÷）

（州・）

（一）

（÷）

（÷）

（一）

（什）

（柵）

（什）

（十十）

（柵

（什）

㈱1（＋）

（什） （丹）

（柵）（紛

（什） （＋）

（÷）

（什） （一）

（÷）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（什）

（一）

（十＋）
（÷）

～

（＋）

（一）1（一）

（一）1（一）

（什）

（一）

（一）

分
（＋）

（一）

（一）

（一）

分
（＋）

（一）

（一）

（＋）

（∴）

（∴）

（＋）

～

（什）

（∴）

（∴）

（山）

（∴）1

（一）

（一）

（∴）

（∴）

（山）

（∴）

（∴）

（∴）

O

I

II

H正

IV

0

1

■

III

IV

O

I

1工

1∬

IV

O

I

1［

1旺

正V

O

I

I【

II【

正V

O

I

II

I旺

IV

O

I

1工

III

IV

O

I

II

旺王

正V

O

I

：r【

II正

IV

B
〃

〃

〃

〃

：Bノ

〃

〃

〃

〃

↓

（＋）

（＋）

部
十

↓

（＋）

（＋）

部司（＋）

〃

〃

：B＿B！

〃

B
：B

（＋）

↓”
〃

〃

↓

（什）

〃

〃

〃

〃

↓十十 （一）

（＋）1↓

“1

〃

〃

〃

↓十十

B
〃

〃

〃

〃

B
：B

：B

〃

〃

〃

〃

：B

B

（什）

〃

〃

〃

〃

（什）

〃

〃

〃

〃

↓

（＋）

（＋）

（十）

〃

〃

〃

〃

↓

↓

（÷）

〃

〃

〃

〃

（＋）

〃

〃

〃

〃

（一）1（一）

圃（一）

　1

↓十十

↓

（一）

（一）

（÷）（什）

〃i

〃

〃

〃

（一）

（一）

（一）

↓

↓粁

↓

（一）

↓十十

（＿）k＿）

↓甘 （一）

↓甘1（一）

（一）

（一）

（粁）

（一）

（一）

↓
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：B＿B’

〃

〃

部B

　部
十↓

　〃

（÷）

（÷）

（＋）

～（一）

B’

B，

13ノ

（＋）

〃

〃

N
N

：B＿13’

〃

13、一：B’

〃

　〃

　〃

　〃

部
：B．．：B’

　〃

（÷）

（÷）

（÷）

（＋）

（＋）

部

十1
〃

〃

（＋）

（十）

（＋）

（＋）

N
〃

〃

（＋）

〃

〃

〃

〃

N ↓

（＋）

（＋）

（珊）
↑

（柵）

（耗）

〃

〃

〃

〃

（＋）

〃

〃

〃

〃

（＋り ↓

↓ ↓

N

（＋）

↓ B－Bノ

〃

部B
〃

〃

〃

〃

↑
」B・

1：B’

：B＿Bノ

〃

B

B

（÷）

〃

〃

〃

〃

↓

N
N
（÷）

（昔）

（＋）

〃

〃

〃

〃

（＋）

↓

（＋十）

1↓

↑十十 （＋＋）

↓　↓

↑比

↓

↑十十

：B

B
B

1：B．．B・

1“

　〃

B

B

↑比1
13＿：B！

〃

部B
〃

（十）

（÷）

（÷）

（十）

三十

（÷）

（÷）

部
十
〃

（＋）

〃

（∴）

N

↓

（＋）

（＋）

二十

〃

（÷）

N

N
〃

〃

〃

〃

（＋）

（十）

N
1（＋）

1部÷

（什）

〃

〃

〃

〃

（＋）

〃

〃

〃

〃

（＋）

（＋）

（什）

〃

〃

〃

〃

（什）

〃

〃

〃

〃

↓比

N

（∴）

Bノ

：Bノ

部B
　〃

　〃

（昔）

〃

〃

（＋）

（＋）

（÷）

〃

〃

〃

〃

（甘） ↓ （什）

↓十十

（÷）

（÷）（＋）

〃i

〃

〃

〃

↓

（什）

（＋＋）

（＋）

（＋）

（＋’

↓

↓比

N

↑

↓

↑

↑

↑比

（＋）

（÷）

（∴）

↓

（÷）

（＋）

N

↓比

↑

↑

↓

↑

↑

↓

B ↓

↓

部
（＋）

（＋）

ひ

（柵）

〃

〃

〃

〃

N ↓ N ↓
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5

第　　59　　例

　C・Simplex
　gelatinosum

　u－K　乙　　型
全　層　癌　化

第　　60　　例

．Ad・cyL

：Bor　I

第　　61
　Ad．　cubo．

　　：BOr　IV

　G－K　丙　　型

例

1胃腺頸部より癌化

第　　62　　例
Ad・cy1・pap・

　u－K
　乙　　型
全　層　癌　化

第　　63　　例
　　Ad・cyl・

　G－Kl
　丙　　型
胃腺頸蔀より癌化

第　　64　　例

　C・Sjmplex
　gelatinosunl

　　G一：K：
　．乙　　型
1∬層より癌化

第　　65　　例
Ad，　cy1．　pap．

　　：Bor　III

　　G－K
　丙　　型
全　暦　癌　化

第　　66　　例
　Ad．　cubo．
　gelat三nOSUIn
　　：Bor　II

　　u－K
　乙　　型
潰瘍辺縁より癌化

第　　67　　例
　C・Simplex
（部分的にAd．　cy1．）

　　Bor　III

　　U－K
　　甲　　型
潰瘍辺縁より癌化

（＋）

～

（升）

（÷）

～

部
（＋）

（÷）

（一）

　1（÷）1（）
淋’巴腺

転移巣
（＋）

（÷）

（一）

（一）

（÷）1（一）

（丹）

（＋）

（珊

（＋）

（什）

（柵）

　　（珊）（柵）

（柵

（一）

（一）

（一）

（÷）

（÷）

（÷）

～

（什）

（一）

（一）

（一）

部分的
（＋）

（什）

（什）

（什）

（一）i（一）

（什）

（＋）

（粁）

1）軍純癌では

2）腺癌では

（一）（柵）（珊）

（一）（柵）1（柵）（粁）

（得）

㈱）

（一）

（÷）

（什）

（一）

～

（÷）

（み）

～

（什）

（一）

分
（＋）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（什）

（一）

（一）

（一）

（÷）

（÷）

（山）

（∴）

（∴）

（一）

（∴）

（÷）

（ゐ）

（∴）

（山）

O

I

II

II正

IV

lo
i・

1盈

IV

O

I

II

肛I

IV

O

I

II

HI

IV

0’

I

II

Iu

IV

10

　1

1｛

III

IV．

O

I

I正

正皿
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I

I【
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〃

〃

〃

〃
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〃

〃

〃
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↓
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第　　68　　例
　Ad・　cy1・pap・

　　：Bor　I

　　P　－　K

全　暦　癌　化

第　　69　　例
　Ad．　cubo．
（C・S・の傾向）
　　：Bor　I工

　　G　－　K
　　乙　　型
全　層　癌　化

（＿）k什）1（柵）

（A）との

近接部
（一）

（一）1

（冊）

（骨） （料）

㈱1 i÷）i（一）

（粁） （一）

（∴）

第　7・例㈲
　Ad．　cubo．

（C・S・の傾向）

　　G　　　K
　　丁　　型
全　暦　癌 化

第　　71　　例
　Ad．　cubo．
　　：Bor　I［

　　G　－　K
　　丙　　型
胃腺頸部より癌化
（？）

第　　　72　　例

　Ad．　cubo．

　　：Bor　III

　　G　－　K
　　乙　　型
全　層　癌　化

第　　　73　　例

　Ad．　cubo．

　　：Bor　III

　　u　－　K：
　　甲　　型
潰瘍辺縁より癌化

（一）

（∴）

（一）

（＋）

（一）1（∴）

（＋＋）

（十̀）（柵）
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（÷）
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（一）1（一）
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：B＿：Bノ

〃

：B一：Bノ

〃

部B
〃

〃

：B

↓

（什）（一）

　　1
〃

〃

〃

〃

雪丸

〃

（＋）

↓（＋）

↓

：B一：B・1

，1

↓

（暑）

〃

〃

〃

〃

（＋）

〃

〃

〃

〃

（什）

〃

〃

〃

〃

N

↓

↓十十

（一）

↓

↓十十

（一）

（一）

↓

（一）

↓十十

↓睡

↓粁 （一）

表中の略記号について

①，，部”は部分的，”分”は分泌物の略記，

②PH細群における”：F”は機能（Funktion），”↓，

　　，，比”は比較的，，，：N”1ま正常（Norlna1）の略記．

③その他の記号は本丈と同じ，

↑”は各機能の低下，充進を示す．

IV．考

　以上の成績を，各項別に先ず吟味すると次の

如くである．

　肉眼所見の：Borrmann氏分類による分類頻度

は次の如くであった．記載中不明とあるもの

は，手術時胃癌部所見の記載が不充分で（当地

方病院よりの資料），正確を期し得なかったも

案

のである．

　前歴症に基づく分類は，次の如くである．即

ち久留i教授の主張に従い，Musc．　mllcosaの態

度よりも，前歴症として，慢性胃炎・胃潰瘍・胃

粘膜ポリープの有無を決定することが出来る．

それによる頻度分布は第3表の如くであった．
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第　2　表

I

I【

III

IV

計

例数

33

10

2

28

73

：Borrmann氏型

1

4

1

4’

9

1【

9

1

7

17

III

4

3

2

9

18

IV

3

1

4

不明

13

5

8

26

記載申，不明とあるものは，上記分類では分ち

得ないもので，食道癌の胃噴門部浸潤による胃

癌1例，炎症，潰瘍，ポリープのV・すれの所見

第　3　表

久　　留　　氏　　分　　類

lG・K

I

I【

1正I

IV

計

121
K内～1）

1　8

　1，

　17

47

U．K1

7

2

1

8

18

：P．K

2

2

4

不 明

食蓮癌軽移1
　　　　　2

1

4

G．K：Gastritis－Krebs

U．K：UIkus一：Krebs

P・K　：　Polyp－K：rebs
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を示さすに偶然切片中に小癌化輿を見出したも

の1例，胃域の各部粘膜にMultifocalに癌化を

示し，且つその前歴症を明示し得なV・もの（張

いて分類すれば胃炎とすべきであろう．但し，

慢性胃炎と診断するには，該当所見は軽度であ

る）1例，捌出切片が癌集部位のみで占められ，

前歴症の決定に正確を期し得なかったもの1例

を含んでいる．

　次に発生母地に関する考察であるが，胃腺頸

部は，従来未分化暦と見なされている．教室同

人の化学的感受体系統説に従えば腺組織の単管

部を：粗糖するが胃腺にあっては，その頸部が潤

管部に相当するものと理解される．腺管潤管部

は，教室同人説に従えば一般に未分化部位と理

解されるもので，との部が癌化の基盤となるこ

とは，屡々経験される所である．膵（村沢），

腎（嶋尾），肺（倉田），睾丸（米田），顎下腺

（岡本），肝（高柳）等における潤管部原発性腫

瘍に関する教室同人の報告が～倒れを示してい

る．胃癌形成の基盤が，胃腺頸部に求め得べき

であるとの説も決して少なくな》・．例えば東

大，村上（文献：欄参1照）は，精細な連続切片標

本の観察に基づいて，ヒのことの吟味を行って

いる．胃癌形成の基盤が，胃腺頸部に存するか

否かの決定は，例えば蓮続切片観察等の努力を

試みざる限り，必ずしも容易でない．このとと

は，前癌状態の決定がH・E染色では，屡々容

易でないヒとに基づいている．前癌歌島の判定

が，組織化学的染色を併用するととによって，

より容易となり得るヒとは，後に記載する如く

である．組織化学的に前癌の吟味を行って後，

再び発生母地，就中胃腺頸部よりの癌化を考按

するが，結論として，発生母地に関する頻度分

布を示すと，第4表の如くになった．

第　4　表

発 生 母 地

團期鍛工囑騒lll暦1棚
1

－II

肛I

IV

21

6

1

13

1

3

訓4・レ囹

　10
（内P1）

　2
　1
　7
（鯉D

食道癌
転移11

　2

1　　　　　　1　　1

・12・国4

　全暦と記し：たのは，胃腺全暦に均一なる癌化

が認められ，特に重点的な癌化基盤部位を決定

し難いもの，潰瘍底並びに潰瘍辺縁と記せる

は，潰瘍による残存胃腺細胞よりの癌化と指定

されるもの（潰瘍辺縁粘膜よりの癌化は胃腺全

暦並びに頸際よりの癌：化において吟味されてい

る），頸部と記せるは，胃腺頸部よりの癌化を

組織化学的に推定しうるもの，III暦と記せる

は，第IH暦に発生母地を恐らく求めうるもの，

不明と記せるは，得たる顕微鏡標本が癌暦のみ

によって求められ，その発生母地を決定し得な

かった症例を示すものである．

　観察症例の組織学的所見に基づく癌分i類は，

第5表の如くである．これを胃癌第1，II，　III．

IV型における分布頻度を以て示した．後章に

吟味するが，胃癌第II型，或いは胃癌第IV型

第；5表　　組織化学的分類と形態学的分i類との頻度関係

＼＼　　形態学的
　　　　　
組織化学商＼＼

I

II

I【I

IV

Ad．　cyI

14

2

2

8

Ad．　cubo

9

1

7

Ad．cy1－

cubo

1

C・SimpIex
の傾向の

　Ad
2

1

2

A4．と
C．Simplex

1

C・Simplex

1

5

5

3

計 26 17 1 5 2 13

にしてCyto1反応陽性なるもの，即ち粘液癌傾 向を示すものに，田鶴性癌乃至腺癌にしセ同時

【310】



胃癌の組織化学的研究 311

に軍純講書：向を示すものが多Nへ

　前癌竈のびうがりを，三富分i類に従って分布

頻度を示すと次の如くである．

第　6　表

前　　癌　　層　　の　　型

一凱陣・

I

II

III

IV

7

2

4

2

1

乙

10

2

10

丙け
9

3

2

8

3

1

2

不明

訓・3・

2

2

3

312212216t7
前癌の判断は組織化学的に下した．即ち，病

集に近接し，癌巣のもつ組織化学的所見（ヒれ

は型によって与る）に類する所見を示す部位を

以て，前癌巣と診断し「た．

　癌細胞の診断は，H・E染色による形態・配列

の異常を以て，蘇る程度診断を下すととが出来

る，加うるに，既記の：B化を行う．B化の内容

は，塩基性蛋白（う増量である．癌が第1型であ

る場合，即ちCytol物質陰性，諸P＝ase陰性

なる場合，その前癌部はCyto1物質の配列，

形態の無秩序化，細小化，次いで減少，溝失を

示している，B化に相当して，　RNA（並びに

DNA）の増加が著いρ．時にはR：NA並びに

DN△の増量が，癌集部位におけるよりも，反

って前癌部に著明なる～二とがある．

第7表　　R．NA，1）NA量が前癌暦でkZに等しいか叉は増量の例数

：B化暦

R　：N　A　量 D　：N　A　量

I

II

II正

IV

：KZに殆ど
等しきもの

23

6

2

22

5

2

5

KZより壇
量

2

1

K：Zに殆どIKZより増

晒しきもの量

1

計 53 12 3 1

RNA及びDNA量
　　　1KZ及量にKZより増
等しきもの障

2

2

　　　　　　　B化層：前癌層のある記数

　第7表は，前癌暦を示すと診断した例数53例

の内，前癌部にRNA並びにDNA量が癌細
胞に略ミ相等しきか或いはより増量せる例数を

示す．例数以外のものは，：B化と共に，漸増し

つつあるが，癌細胞より低濃度なるものであ

る．

　前癌十三奎癌集部が未癌化粘膜部に移行する

所に．，諸P－aseが増量する～二とがある．これ

は，主として，胃癌第HI型として分類せるも

のに相当する．

　敏室松本が行いつつあるPhosph包midase染

色（G・m・・i法）によれば，胃癌において，ξ

の染色度は悪性度と略ミ比例する．本酵素は正

常胃粘膜にも若干分布するが，懇篤に近接する

に従い増量を件う場合，との所見は前癌診断に

参考資料となる～二とはGomoriの記載の如くで

あった．Dehydrogenasesも亦，癌細胞に増量：

するヒとが多い．この所見も亦前癌診断に役立

づ．後二者染色成績に関しては，分担者の報告

を参照されたv・．

　胃癌第IV型は，癌細胞に諸P－ases陽性な

るものである．かかる症例において，癌隣接部

位に，漸増しつつある部位を上記諸染色法所見

を参考して，前癌診断を行った．

　要するに，H・E染色，　RNA，　DNA染色並

びに胃癌形式に従い，それを特徴づける諸染色

巻施すことによって，前癌診断を繁る程度確実

に下すととが出来る．これによって，前癌のひ

ろがりを定め，～これによって甲，甲，乙，丙，

丁型に分つた．
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　胃腺頸部を中心に，粘膜0－1暦は，未分化

暦と称せられる部位である．癌，巣に隣接せる粘

膜部位にお》・て，：B化を認め，且つRNA増量

を件う症例は，次表の如くである．

第8表　前癌0－1暦でRNA増量例数

　一般粘膜面の0－1層は若干：B化せる聞に，

一部：B化をまし，RNA増殖し，腺管配列を乱

す部分を見出す．附図4は，その強拡大を示す．

I

II

II工

IV

回

附　　図 4

：B暦の

例　数

23

6

2

22

53

RNA量
十

2

3

1

5

11

8

1

4

13

計

10

4

1

9

24

　：B化のみを以てしては，癌化傾向を有するも

のとの診断はなお，困難であるが，ヒれにRN

Aの増：量を喰うにおいては，前癌的性格を帯び

つつあるものという～二とが出来る．因に，この

時，切片表層部には時に色素液の染着を来し，

技術的欠陥による仮性反応を認めることがある

が，その疑問のある切片は勿論除外してある．

0－1暦にB化が現われ，同時にRNAの増量
を来す．然るにII暦以下には未だ～二の～二とを認

めないという事実は，0－1暦に限局して増殖

性変化が始まりつつあるととを示すものであ

る．～二の現象の顕現するものが，即ち0－1暦

に始まる癌化である．

　附図3は，0－1暦に始まる癌化を示す．

附　　図 3

曝

附　　図 5

・：ご欝漣鋳、∴蹴〉

細

講義、鑓

議事難

懸羅饗

L附図5は：，0－1暦，主として1麿（即ち胃腺

頸部）に始まる癌化を示す．Cytol染色が一般

粘膜面に濃染せるものは，粘液分泌充進像を示

す。その間に1部癌化せる部分のCytolに不規

則に染色せるは，粘液癌のためである．因に，

本症例にあっては，かかる癌化がMllt恥ca1に

現われ，且つその部分に炎潰瘍，ポリープ等

の前駆症候を二っていな＼へ即ち，認むべき前

歴なくして，突然に癌化している．かかる症

例，即ち癌化の前駆的所見を認め得難い症例の

分布頻度に関しては，第；6表に記載して：ある．

而してその全症例は，粘液癌に属するものであ
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つた．因に，粘液癌化の旧作に関しては，私自

身推論を提出することが出来なV・．京大天野教

室は，ヒれを細胞内粘液の蓄積による結果と解

釈している．しかし，癌化機作はζれを以てし

ても不詳である．粘液癌化に了う多糖類行動に

関しては，別にi教室同人が報告する．

　附図6は，胃腺頸部に原発せる癌が拡大せる

ものである．深部になお，Cytol　i変性に陥れる

P細胞群の多i数を見出す。Cytol染色．以上，

0－1暦，就中胃腺頸部に始まる癌化の数例を

朗読したが，第4表並びに第7表中，0－1暦

癌化叉はRNA増強と記せるものは，これと

類型的な所見をもつものである．

鶏

附　　図　　6

　粘液癌は，既往における分類法に見出される

恐らく唯一の代謝的意義をもつ診断名である．

粘液癌化に関するCytol染色に基づく私の知

見は，次の如くである．

　私は，粘液癌を1）実質型と2）聞質型とに

分つ’た，実質型とは，癌細胞胞体内に，Cytol

可染性物質の見出されるもの，聞質型とは，胞

体外に見出されるものを示す．後者はa）腔内

に分泌蓄積されたる型と，b）癌腺における間

質系並びにその間隙に濃染物質を見出す型とに

なすととが出来る．b）所見は，癌浸潤を好都

合たらしめる拡散性な条件に関係を有するかの

如き印；象を与える．

　　　　　第10表　Cyto1染色成績

広さ全般部酬
R… P＋一1＋卜1
　実
　間

実・間

8

3

1

6 1

5

2

3　　18

1　　　9

1　　　4

計い2－6181513・

・前癌三叉は癌集の正常粘膜移行部にP一一ases

の増量する症例に関しては，先に記載した．～こ

れに関連し，癌層の成長端に，主として，T．

Subln．1奪い・は：叉T．　musc．に浸潤しつつある

癌集の成長端に，P－asesの増量せるものを併

記しておく．

第9表　癌成長端における

　　1）一ases増量の階数

lAレAC－R…1仙P－IA俳…
（冊）

（＋）

（÷）

3

1

1

訓 4 1

　　　実：実質型　間：間質型．
　　表には癌巣の全般的亜びに部分的粘液癌化，

　同時にP－ase出現率との関係を示す，

　粘液癌化の傾向は，Cyto1染色によって，鮮

細に示すととが出来る．H・E染色によって，

印環骨細胞として診断しうるに到っては，

Cytol染色によって濃染する．記載中には，そ

の程度を（∴）弓（柵）を以て表示した．粘液癌

化の癌の形態学的分類に対する分布頻度は，次

表，第11表の如くである．

　これより推定しうることは，1）箪挙動乃至

軍純癌傾向を示す腺癌に，粘液癌が多いとと；

2）胃癌第IV型，即ち癌細胞にP－ase陽性な

るものに，粘液癌化傾向が大きヤ・とV・うことで

ある．前者は1箪純癌に悪性度が張ぐ，’且つ粘

液癌に悪性度が叉恥いという経験的事実と矛盾

しない．後者に関し，屡々カタβルに陥れる胃

腺上皮細胞，殊に0－L層細胞にCytol物質分

泌旺盛なる・部位に殆んど常にAL－P－aseが増

量せる所見を私は得ている．
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第11表　粘液癌の内訳
：P＿ase 十

全　　般 部分的 全　　般 部分的

C・s・mpl・x　I実4
実1

1実・実一剛

Ad’9 ﾄε；。ce111実・

Ad．　cylindro－

　　macroce11
1実2

Ad．　cuboce11
1実・実一間・ i聞・（実）一間・

Ad．　cylindro－

　　　cuboce11 聞1 腸一転1

計
1実5 実4間1

実一間1
　　　　　実1閻4実1実一間1　　　　　（実）一間2

　実：実　質　型

　間＝聞　質　型

平間：実質一聞質料

　Cyto1物質分泌充進像を示さざる腺細胞に，

AL－P－aseが増量せる症例は，殆んど全く経験

するととが出来ない．従って，恐らくCytol物

質代謝にAL－P－aseが関与するものであろう．

　米占液癌イヒは，　暦’々突然白勺に起り得る．　通常，

癌化は，前癌歌態を経て，少なくとも隣接部位

に，B化その他の前癌傾向を示して行われるも

のである．粘液癌化には，その徴候を見出し難

い症例が存する．

　Tyrosine，　Tryptophaneは，癌細胞において

一般に減少する．両物質は，正常胃腺におV・

て，第IV暦次いで第；0－1層に多N（．癌組織

がT・submucosaに浸潤し，　M．　mucosaを介し

て，未癌化の第工v暦胃腺細胞と相接して並列

する時，その対照は罷申著明である．癌細胞に

は一般に両物質の減少を認める．而して，正常

時におや・ては胃腺第II層を中心として，両物質

はかなりに少なN（．即ち正常胃腺におけるTyr，

Tryの分布は，一附図2に示すごとくである．癌

細胞におけるTyr，　Try濃度は，組織化学的に

は，第II暦に準ずるか或V・はそれ以下である．

但し，第H暦細胞に比して，僅かにその濃度を

増すことがある．かような症例の症候数は第12

表の如くであった．記載なき症例はすべて減少

せるものである．

　癌細胞にあっては，一般にR：NA．　DNA濃

度は，正常腺細胞に準ずるか，乃至増加する．

殊に，B化細胞を経て癌化せる細胞にとの増

第12表Tlyr，　Tryの増：量例数

i染色iT・・，T・y盤T・・盤T・y盤

晶i皇）1（＋）晶妓斗）卜）i（＋）

I1 Q0
1［　　5

111　2
1v12・

1

2

3

0

3

4

ユ

2 5

1

0

計47！3131713 5［・

加は著明である．屡々組織化学的に癌細胞に

RNA叉はDNA或いは両者が，＝甚だしく著明

に増加せる症例を経験した．：或いは，　これを

RNA豊富，　DNA豊富癌細胞と称しうるであ

ろう．但し，両者の細胞内濃度の分布は，定量：

的にはCasperssonのいう分光光度的に記載す

べきである．従って，私の肉眼的判断に止まる

観察例において，RNA豊富叉はDNA豊富型
癌細胞を統計するヒとを省略した．因に前癌部・

において癌組織よりもRNA並びにDNAが
増加していると判断される症例数に関しては第

7表に禍げた．

　癌細胞にP一織seが増量するヒとに対して，

既往文献は批判的で，その多くは否定的であ

る．私の観察例にあっても，単三数症例が，そ

の含有P－aseを略ミ正常胃腺上皮と相等しく

するか，或V・はそれより減少している．且つ相

当数症例は，組織化学的に検証するを得ていな

い．諸文献並びに私の観察例に基づいて，とれ
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を以て胃癌の最も一般的な型式とみなし，とれ

を代謝学的分類における胃癌第1型（一般型，

C（commo11）一type）とした．

附　　図 7

　然るに，相当症例におV・て，なお，癌細胞に

諸P－asesの相当量に増量せるものを経験す

　　　　　　　　　　　　　・　　第13表　　　P－ase

る．組織化学的には，極めて濃密に暗褐一黒色

に証明し得るものも少なくない．これを胃癌第

IV型（Phosphatase型P－type）として分i類し

た．別に，癌移行部にのみP－asesを増量的に

証明しうるものを，胃癌第III型．（PLtype）と

せるととは上述の如くである．

　胃癌におけるP－ases分布成績一般を略記す

れば，次表：第13－16表の如くになる，検出濃度

に従って，かりに，（一）→（什）に分つた．（∴）

～（÷〉は，略ζ正常粘膜上皮と含有濃度を略ζ

相等しくし，若干の相違によって（∴），或いは

（÷）とせるものである．（÷）は，正常上皮よ

り梢ζ増量せるもの『と私は判断し，・をれ以上を

P型に属せしめた．先ず，全観察例における

P－ases分布を示し次いで，胃癌第1，第III，

第IV型にお・ける内訳を示す三胃癌第1型は

P－ases陰性なるものであるが，極く一部に

P－ase陽性なるものもこれに含めてある．

　の　分　布

P－ase

広　　さ

Cyt

十十～柵

　十

AL－AC－ase増量

全 般

2

7

6

16

十

1

1

1

1

10

部　分　的

1

4

1

十

2

2

1

AL－P－a白e増量 AC一：P一・asピ増量

全 般

1

5

1

2

十

1

1

2

部　分　的

1

1＋

1

全 般

2

2

3

部　分　的

1

十

1

計

10

14

19

8

3

26

第14表　胃癌第1型（C型）におけるP－aseの分布

：P－ase

広　　さ

Cyt

十

十

＿’

計

A：L－AC－P－ase　l曾量：

全 般

十

部　分　的

十

AL：P－ase増量

6

16

22

1

10

11

全 般1部分的

1（2）

（1）

1（3）

（2）1

（1）

（3）

1

2

13

＋卜
1

1

（1）

（1）

十

AC－P－ase｛曾量

全 般

「＋

部　分的

1

1

十

1

1

（）…・…∵一般KIZ（一），部分的（十）のもの
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第；15表　　胃癌第III型（P型）におけるP－aseの分布

P－ase AL－AC－P－ase増量

広さ陣

A：L－P－ase増量

般i部分的全
Cyt 1一 ＋1刊＋1一

般1　　部　分　的
　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

十卜～冊

　十 2

7

1

1

1

1

1

2 1

5

＋i一
1

2

十

1

AC一：P－ase　j丁丁

全 般

計 9 3 2 2 6 3

2

2

月4

十

3

3

回忌分　的

十

三16表　胃癌第IV型（P’型）におけるP－aseの分布

P＿ase AL－AC－P－ase増量

広 ’さ 全 副部分酌
C・・ gi＋■＋
十

・1

AL－P－ase壇量

全 般1部分的

■＋1一

計

1

・1 1

十

　1）一asesは，～－Pのturn　overに関与する酵素

である．P－asesの分類並びに生物学的意義の

今日における解読に関して読明することは，本

報告の命題とする所でない故に，その記載を省

略する．私は当初，代謝能殊に解糖能の充進ぜ

る癌細胞にあって～Pturn　overの促進と共に，

P－asesの増量すべきことを予期した．然るに，

胃癌の一般型と目すべき第：1型にあっては，減

少乃至検証不可能の程度となっている、ヒの理

由の解釈は，目下満足すべき階梯に達してい

ない．只，別にi教室松本が追試したPhospha－

midase即ちN－P結合に関係する酵素が，胃癌

に増量する成績は注目に値しよう．或いは，教

室前田は，基質別にP－aseの活性度を検して

いる。P－aseの胃癌における意義に関しては，

これら諸成績の検討を総括して後に，考慮：する

ことが望ましV・．

　P型胃癌にあって，比較的高率にCytol物質

を検証しうるととに注目を要する．この場合，

：P－ases出現が，（多）糖類代謝に関与すべきヒ

とを推定せしめる．或いは，腺癌にあって，腺

腔内分泌にCyto1物質を検証し，同時にP－ases

が胞体内よりも腔内に大量検出し
う～ことが屡々である．このこと

も叉，多糖i類代謝に関与せるやを

推定せしむる所見である．：或い

は，　糸田耳包カミ　blonekrotisch　な月犬態

に陥った部位に，P－aseが組織化

学的に陽性なる所見を経験した．

　目下の私は，胃癌細胞のP－ase
　　　　　　　　　　　　　　S

量に相違が存するととに，胃頭に記載せる如き

初期発生活性基に基づく見解をとっている．即

ち，一環腺上皮の発生分化の過程の聞に，当初原

基より分化を開始するに当って，先ずP－ases

が濃厚に出現し，次いで固有能の分化発現と共

に漸減し，途に成体の正常胃腺上皮の水準に達

する．組織の癌化は，発生分化の過程における

若返りと解釈しうる故，その若返りの度に従っ

て，或いは正常胃腺上皮と略ヒ相等しきか，或

いは異常に」曾量することがありうる，この説が

それである．

　以上によって，私は胃癌並びに前癌に対する

見解をのべた．胃癌の代謝的に少なく共数型に

分類しうる．而して，このととは，胃癌細胞が

代謝的に特徴とする所は，輩一のものに非ざる

ヒとを意味している．従って，胃癌を組織化学

的に診断しうるキメ手となりうる軍一な染色法

は期待し得な＼へ　この問題は，前癌に対する解

釈1こおいて，より切実となるものである。その

診断は総合的な組織化学的検索を行うととによ

って，或る程度より確実となりうる．癌細胞に

比較的特徴的なる組織化学的所見は，Cyto1物
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質の減少，浩失（但し，粘膜癌には増加・胃炎

胃腺上皮細胞に屡々減少，消失するととあり）；

RNA並びにD：NAの増加3塩基性アミノ酸増

量（但し，B化細胞に同傾向あり）；Phosphλtase

減少，浩失（但し，P型胃癌その他に増量す）3

文献に従えばEsteraseの減少，浩失（目下実験

成績を私自身は下せす）lDehydrogenaseの増

量（正常粘膜上皮にも検出しうるヒとあり）；

Phospham　idase　j才量（正常粘膜上皮に検証しう

るヒとあり）；β一Glucuronidase増量（私自身の

実施例は数例に止まるが故に，批判を差控え

る）等の諸事項である．括弧内事項は，診断に

際して考慮すべき胃癌，前癌否定事項に属す

る．胃癌にあって，Cyto1陰性：陽性比は第5

表に示す如くであり，P－ases陰性1陽性比は：

第13表に示す如くである．表示の確率を以て診

断しうるとの根拠をこれより得るととが出来

る．御園生によれば，Dehydrogenaseによる癌

診断の可能性は90％以上である．かくの如く診

断確率の高い諸染色を重：ねることによって，胃

癌・前癌の診断の確実性は，軍一染色法に数段

と優位を示すものとなる．

　（胃）癌細胞に特徴的な上記組織化学的事項

のいすれが，旺盛な増殖能を示す癌細胞代謝の

主役者なるかは判定し難い．或いは更に，より

優位な主役者の組織化学的検出を將来に期待す

べきものでもあろう．

　前癌→癌の検討は上記の如くである．続V・

て，癌の前駆症状としての慢性胃炎並びに胃潰

瘍の吟味を行わねばならない．胃炎の前癌への

移行，癌化に唄う胃腺細胞の態度は，その組織

化学的道程を第1表に示している．即ち，第1

表にお・ける（A）部，（：B）部，（C）部の所見を

検討するヒとによって，癌化に先行する胃炎に

全う胃腺細胞の態度を，統計的にも記載するこ

とが出来る．胃腺3種細胞の機能を，私が提唱

する組織化学的検索法によって制定しうるとと

は，既記の如くである．即ち，粘液分泌能を

Cyto1染色により，胃酸分泌能をCO2－Anhy－

drase染色その他により，Pepsinogen分泌能を

PyrODine－Methyl線染色その他により，追究しう

る所であるが，それによりG乙｛stritis　catarrhalis，

Gastritis　atrophicans，　Gastrltis　hypertrophicans

にお尽る胃腺3種：細胞の活動度を示しうる．即

ち，各症例に，それら所見を明記せる如くであ

る．且つ，切片（イ）（ロ）（ハ）（二）において．

胃域各部における活動度分析を示してある．と

れらの成績は，臨床化学的試験と対比すること

によって，更に有意義となるととは勿論であ

る．～二のヒとに関しては，高瀬外科教室並びに

教室山道が別に詳細な分析的報告を行う所であ

る．私自身の第1表に示せる成績よりも，統計

的な判断を下しうるが，ここにはその主道程を

示すことにする．カタール性胃炎：は，腺上皮，

就中0－1層に始まり（B’化），続》・てB化し，

同時に間質に円形細胞浸潤，充血，水腫を件っ

ている．腺上皮のB化は，やがて前癌へ移行す

る．Gastritis　hypertrophicansにあっては：，1）細

胞，H細胞が増生している．その増生度によっ

て，Gastritis　hypertrophicansの診断を下しう

る．但し，P，　H細胞は撃墜に近接するに従っ

て，或いは彊い円形細胞浸潤を伴うと共に，そ

の機能を低下する．ヒの～二とはP細胞において

最も敏感で，容易に私のいうCytol変性に陥

る．P細胞が数としての増生の残像を示し，

Cytol変性に陥れるものは，かつてGastritis

hypertrophlcaDsが存し，現在それが推移して機

能低下を件うに到ったことの過程を示してい

る．癌巣に近接すると共に，数として減少，或

いは滑失し，変性もとれにZF朝している．　H細

胞は，P細胞よりもCyto1変性に陥るととが低

率で，且つ時期的にもおくれている．胃腺細胞

のB’ ｻが0－1暦に始まり，続V・てII－III酒

量にはIV暦に及ぶ．ヒれと共に，　H細胞はそ

の活動度を低下せしむるととが一般である．但

し，Cyto1変性に陥るヒとは，　P細胞に比して

は少ない．胃炎の慢性化と共に，胃腺細胞はB

化するが，H細胞がB化してもなお胃腺分泌度

を保持或V・は充進せしめている症例が少なくな

い．私は～二の像を以てGastritis　hypertrophicans
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が慢性化しても，胃酸分泌能充進を示すものと

解釈した．その頻度は第1表を統計するととに

よって可能である．癌集に近接するに従って，

勿論変性が甚だしい．要するに，胃炎（Gastritis

catarrhalis，　atrophicans並びにhypertrophicans）

V．結

　1．胃癌73例，胃潰瘍38例（上記例には胃炎

を含む）を組織化学的に検索した．～古れに基づ

いて，胃炎→前癌→癌の過程を追究した．

　2．胃癌はその組織化学的所見に基づき，代

謝学的に少なくとも数型に分類しうる．私自身

は，系統的組織化学的検索法の内，Cyto1，　Ty－

rosine，　Tryptopha、ne，：塩基性ArD五no酸，　Cystine－

Cystejne，　RNA，　DNA，　Alkaline　P＿ase，　Acid

P－ase，　CO2－Anhydraseを：施行し1た．それら染

色成績に基づき，胃癌第1型（癌細胞に諸P－

ases，並び：にCytol陰性），同好II型（諸P－

ases陰性，　Cyto1陽性），同町IV型（癌細胞に

P－ases陽性．因にCyto1陽，陰性に基づき亜

分類するととも可能）に分類した．

　3．胃癌・前癌診断のキメ手となり得る軍一な

染色法は，目下の所見出されない．癌細胞を特

徴づける組織化学的所見は，私並びに分担者成

績を総合して，Cyto1減少，　RNA3　DNA増加，

塩基性蛋白質増加，Phosphatase減少，　Esterase

減少　（文献に従う），Dehydrogenase増加，

Phosphamidase増加，β一Glucuronidase：噛加（目

下の所少数例）等である．

　4．上記諸染色所見は，高率に癌細胞を特徴

づけるものであるが，必ずしも必発的ではな

い．各染色法成績によって，胃癌を代謝学的に

行いうる、或いは効率的なヒれら諸染色法を重

複することにより，癌，前癌の診断はより確康

を増すことになる。

　5．上記染色所見に基づき，前癌並びにその

ひろがりを定めうる．それにより，前癌解明を

甲，乙，丙，丁型に分類した．

　6．癌イヒは，　上ヒ車交白勺高率に胃腺罫書Bに三二まる

ことを，組織化学的に証明しうる．

の診断並びにその経過，胃癌に件う胃各部にお

ける諸分泌能の分布は，組織化学的に示しう

る．その分析的記載は山道報告を参照された

v・．

論

　7．癌化の基盤としての慢性胃炎，潰瘍，ポ

リープ，その他の頻度を吟味した．

　8．胃腺を構成する主・壁・精細胞は，夫々の

機能度を私が提示した綿織化挙的証明法によ

り，紅織に即して判断しうるものである．

　9．胃腺細胞分泌異常は，臨床化学的に，粘

液分泌異常，胃酸上昇，低下，消化酵素上昇，

低下によって示されるが，その組織学的根拠

を，8に示せる染色法によって与えうる．且つ

とれによって，機能変調腺細胞の域的分布，前

歴等を定めうる．

　10．癌化と共に，胃腺細胞は10－1暦よりB’

イヒ，　続㌔へて］Bイヒ，　Pepsin糸田一包は鋭敏に二Cyto1変

性に，HC1細胞はヒれにおくれて若干のCyto1礁

変性に陥る．：B化と共にやがて前癌に移行する

ヒとが一般である．

　11。～二～二に示せるCyto1変性とは，私によっ

て提示された新しい意義を有する所見である．

　12．かくして，炎→前癌→癌の過程を，代謝

的に追究した．との間，組織化学的所見は常に

H・E染色と対照したが，癌の分類は，従来の

如く，H・E標本に基づき形態学的に分類する

慣習法の外に，代i謝学的に分類すべきであると

とを提唱する．且つ，ヒの提唱に実証を与え

た．

　13．ヒこれによって，2に言巳せる胃癌分類法を

提示する．各分類型にお・ける所見分析を行った

が，その成績は本文に記載せる如くである．

　14．悪性腫瘍の代謝は，発生母地乃至臓器に

従って異なる．従って，代謝学的分類を統計的

に有意義ならしめるためには，各臓器悪性腫瘍

に関し，相当数の症例を検討する必要がある．

少数例の甲臓器腫瘍を以て，乙臓器乃至一般臓
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器悪性を律することは危瞼である．

　15．癌化における代謝過程を検討するに当っ

て：は，該当臓器組織の発生分化の間に誇ける代

謝過程を吟味しておく必要がある．

　なお，私の胃癌報告に当って，本文記載の染

色以外の染色所見，臨床化学試験成績，胃腺の

発生分化等に関する事項は，協同研究者の報告

によって更に究められる．私の報告はそれら一

環の研究の第1報告となるものである．

　稿を終るに当り，検索資料に関し，積極的な御好意

を以って援助された千葉大学中川恒明教授に満腔の感

謝を捧げたい．同教授よりの新鮮標本の御悪与なくし

ては，この組織化学的研究は到底成り立ち得なかっ

た．次に本学久留外科敢室亜びに関係病院にも資料を

仰いだ，記して憾謝の意を表する．

　この研究には，終姶御懇篤な御指導を，石川敢授に

仰いだ．厚く謝意を申し述べたい．
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